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日本磁器誕生・有田焼創業400年

― 新たな歴史の幕が開く



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
す
こ
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
有
田
町
は
本
年
２
０
１
６
年
に

平
成
28
年　

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

１
６
１
６
年  
→ 
２
０
１
６
年

日
本
磁
器
誕
生
・

有
田
焼
創
業
４
０
０
年

先
人
た
ち
に
感
謝

次
の
時
代
に
引
き
継
ぐ
年

有
田
町
長

山
口
隆
敏

日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
４
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

４
０
０
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
、
有
田
焼
の
歴
史
や
伝
統
を
築
い

て
こ
ら
れ
た
先
人
た
ち
に
感
謝
し
、
次
の
時
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
の
大
き
な
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
３
月
に
は
新
有
田
町
施
行
10

周
年
を
、
ま
た
、
２
年
後
の
２
０
１
８
年
に
は
、
山
谷
地
区
の
唐
船
城

が
築
城
８
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
今
こ
そ
、
地
域
が
一
つ
に
な
っ
て
知

恵
を
出
し
合
い
努
力
す
る
時
で
す
。

　

町
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
４
０
０
年
事
業
が
将
来
へ
つ
な
が
る
も
の

と
な
る
よ
う
努
め
、
陶
磁
器
産
業
を
は
じ
め
農
業
・
観
光
の
振
興
、
人

材
育
成
な
ど
、
現
在
の
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
、
皆
さ
ま
と
共
に
地

域
の
夢
を
実
現
す
る
こ
と
が
使
命
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
愛
あ
る
ま
ご
こ
ろ
の
政
治
」
を
信
条
と
し
て
目
指
す

明
る
い
豊
か
な
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る
た
め
、
精
進
し
て
い
く
こ
と
を

約
束
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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各
事
業
の
動
き
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

日
本
磁
器
誕
生
・

有
田
焼
創
業
４
０
０
年
事
業

　

昨
年
は
、
町
内
の
小
学
校
５
・
６
年
生
を

対
象
と
し
た
「
有
田
キ
ッ
ズ
検
定
」
の
実

施
や
東
京
日
本
橋
三
越
本
店
で
「
４
０
０

年
有
田
の
魅
力
展
」、
町
民
や
事
業
者
の
方

が
企
画
参
加
す
る
「
有
田
ま
ち
な
か
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
本
番
で
あ
る
本
年
は
、
年
明

け
の
泉
山
磁
石
場
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

事
業
に
始
ま
り
、
全
国
の
主
要
な
百
貨
店

で
有
田
焼
催
事
を
順
次
開
催
し
て
い
き

ま
す
。
有
田
陶
器
市
を
は
じ
め
と
し
た
既

存
事
業
を
拡
充
し
な
が
ら
、
10
月
・
11
月

に
「
有
田
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
、
創
業
４
０
０
年
を
祝
う
記
念

式
典
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
実
施
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
事
業
が
４
０
０
年
を
通
過

点
と
し
て
将
来
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
の
振
興

　

農
産
物
特
産
品
の
開
発
協
議
会
を
発

足
し
、
特
産
品
や
加
工
品
で
農
業
収
益
の

増
加
と
安
定
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
少

子
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
の
現
況
か
ら
、

集
落
営
農
（
農
地
）
を
保
護
し
て
い
く
た

め
、営
農
組
織
の
設
立
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
や
生
産
者
と
協
力
し
、
６
次

産
業
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
の
振
興

　

平
成
25
年
に
田
代
家
か
ら
ご
寄
贈
い
た

だ
い
た
、
佐
賀
県
重
要
文
化
財
の
「
有
田

異
人
館
」
の
修
理
復
元
事
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
文
化
財
建
造
物
と
し
て
最
も
価

値
の
高
い
明
治
９
年
の
建
設
当
時
の
姿
に

戻
す
こ
と
が
決
ま
り
、
現
在
、
今
秋
の
完

成
を
目
指
し
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

完
成
の
暁
に
は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
を
紹
介
す
る
町
並
み
セ
ン
タ

ー
と
し
て
、
ま
た
田
代
家
お
よ
び
海
外
貿

易
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
幕
末
明
治
期
の

有
田
を
彷
彿
と
さ
せ
る
資
料
な
ど
を
展
示

し
、
町
内
外
か
ら
の
来
訪
者
に
当
時
の
有

田
を
実
感
い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
活
用

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

道
路
の
整
備

　

国
道
２
０
２
号
の
歩
道
整
備
を
始
め
、

県
道
伊
万
里
有
田
線
の
幹
線
整
備
、
県
道

大
木
有
田
線
の
外
尾
山
Ｊ
Ｒ
ガ
ー
ド
下
の

冠
水
対
策
、
そ
の
他
の
主
要
幹
線
道
路
の

改
良
や
街
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
国
や

県
へ
要
請
を
行
い
、
早
期
着
工
・
完
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
事
業
を

活
用
し
、
新
設
・
改
良
や
橋

き
ょ
う

梁り
ょ
う

整
備
、
道

路
の
維
持
・
修
繕
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
進
め
ま
す
。

有
田
小
学
校
・
文
化
体
育
館
の
改
築

　

有
田
小
学
校
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
現

在
平
成
29
年
中
の
完
成
を
目
指
し
、
実
施

設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

有
田
町
文
化
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
改

修
工
事
が
始
ま
り
本
年
７
月
末
頃
に
完
了

す
る
予
定
で
す
。

南
別
館
（
旧
有
田
共
立
病
院
）
の
跡
地
活
用

　

西
公
民
館
の
老
朽
化
に
よ
る
耐
震
問
題

と
北
側
の
駐
車
場
の
確
保
が
十
分
に
で
き

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
行
政
改
革
推
進
委

員
会
で
「
西
公
民
館
の
機
能
を
南
別
館
に
移

転
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
答
申
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
内
部
の
改
修
に
係

る
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
皆
さ
ま
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
利
用
し
や
す
い
施
設
に
、
ま
た
全

館
の
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う

に
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

福
祉
に
つ
い
て

　

高
齢
者
が
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・

介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提

供
で
き
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
体
制
作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

昨
年
策
定
し
た
「
有
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
よ
り
「
仕
事

づ
く
り
」、「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
応
援
」、

「
定
住
・
交
流
促
進
」、「
地
域
活
力
創
造
」

の
４
つ
の
分
野
に
お
い
て
、
人
口
減
少
克

服
や
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
取
り
組
み
の
推
進
に

当
た
っ
て
は
、
町
民
、
事
業
者
、
行
政
、

関
係
機
関
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
地
域
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
も
進

め
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

　

こ
れ
ま
で
の
仕
組
み
を
見
直
し
、
昨
年

８
月
か
ら
寄
付
者
が
お
礼
の
品
を
自
由
に

選
べ
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ

ョ
イ
ス
」を
導
入
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

有
田
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
寄
付
額
が
大
幅
に

増
え
、
地
場
産
品
で
あ
る
や
き
も
の
や
農

産
物
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
の
視
点
に
立
ち
、
有
田
町

が
よ
り
一
層
輝
く
町
と
な
る
よ
う
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ARITA 2016.13



2016年を
どう過ごす!?

駅を拠点に町おこし
昔のにぎわい取り戻す

よさこいで町を元気に
３月に祭りを開催

おもしろい仕掛けで
有田のファンを増やす

子どもたちと一緒に
400 年を盛り上げたい

Arita Ceramics Railway
町作りプロジェクト　会長

辻
つ じ

　聡
と し

彦
ひ こ

さん（中樽）

デザイナー

小
こ

松
ま つ

　大
だ い

介
す け

さん（丸尾）

有田ピアチェーレ　代表

吉
よ し

島
じ ま

　環
たまき

さん（中樽）

佐賀県よさこい連絡協議会　会長

吉
よ し

永
な が

　常
つ ね

男
お

さん（山本）

　駅を拠点とした町おこしをしたいと考えています。人
口減少や空き店舗の増加などが地域の課題となる中、か
つて流通の拠点として栄えた上有田駅を中心に町のにぎ
わいを取り戻そうと、昨年６月「A

ア リ タ

rita C
セ ラ ミ ッ ク ス

eramics R
レ ー ル ウ エ ー

ailway 
町作りプロジェクト」を立ち上げました。11月には駅構
内で「昭和」をテーマにした鉄道や駅の写真展、カフェ

　今年の３月19日・20日に町内３カ所で開催する「第15
回YOSAKOI九州中国祭りin佐賀ん有田」で有田焼創業400
年を盛り上げたいです。よさこいは、踊り手はもちろん、
見ている方にも元気を与えられるものだと思います。だ
からこそ、400年の年に有田でよさこい祭りをしたいと考
え誘致しました。まずは自分たちが楽しんで参加し、町

　いかにして有田のファンを増やすか。そのための「楽
しいコト」を考えるのが仕事だと思っています。もとも
と「住んでいる町を楽しくする」が私のモットー。私の
広告やデザイン、イベントの企画はそのためのものです。
町内の窯元さんたちと一緒に開催している「アリタマル
シェ」も有田を好きになってもらうための仕掛けの一つ。

　次の世代を担っていく子どもたちと一緒に有田焼創業
400年を盛り上げたいです。小学１年生から大人まで約30
人が所属する有田ピアチェーレは、今年の２月27日・28
日に焱の博記念堂でミュージカル「おさい2016」を上演
します。「おさい」は、もともと旧西有田町に伝わるおさ
い観音悲話を題材に作られたもの。今回はそれを2016年

などを開いた「上有田駅・
鉄道ふぇすた」を開催し手
応えを感じています。現在
は、有田焼創業400年の記
念列車の運行や磁器の記念
切符の制作に向け、メンバ
ーと取り組んでいます。

にその熱気が伝わったら嬉
しいです。祭りには、県内
外の約100団体1500人が参
加します。参加者には有田
ならではの精一杯のおもて
なしをして、町のPRにも力
を入れます。

今年も春と秋に開催を予定
しています。有田に来たこ
とがない人たちを呼び込み
ファンになってもらう。そ
れを継続してやれたら、有
田はもっともっと楽しい町
になると思います。

版にアレンジしました。セ
ラミーダンスも踊りますよ。
今回の経験を通して、あき
らめない気持ちや努力を積
み重ねる大切さなど、子ど
もたちが何かを感じてくれ
たら嬉しいです。

▲昨年の「上有田駅・鉄道ふぇすた」
で開いたジオラマ制作体験教室

▲吉永さんが代表を務める「桜
お う

舞
ぶ

焱
え ん

龍
りゅう

」。約４年前から活動中
▲陶磁器・雑貨・飲食の店など

が並ぶアリタマルシェ

▲２月の本番に向け練習に励む
子どもたち

　2016 年がスタートし、日本磁器誕生・有田焼創業 400 年を迎えました。
　現在、町内には創業 400 年を機に有田を盛り上げようと活動されている方が
たくさんいらっしゃいます。ここでは、そんな皆さんの中から８人の方に今年
の抱負を伺いました。
　あなたは 2016 年をどう過ごしますか？

ARITA 2016.1 4



2016年を
どう過ごす!?

有田の産業を立て直し
ものづくりの聖地に

有田の魅力を伝え
出会いづくりを

やきものの産地として
実績づくりの年

「田んぼの学校」で
地域をつなぐ

「2016/」プロジェクトメンバー

百
も も

田
た

　憲
の り

由
ゆ き

さん（黒牟田）

「有田まるごとラジオ !!」パーソナリティ

長
な が

山
や ま

　るみさん（波佐見町）

「プロユースプロジェクト」メンバー

德
と く

永
な が

　弘
ひ ろ

幸
ゆ き

さん（赤坂）

二ノ瀬田んぼの学校　校長

福
ふ く

田
だ

　信
し ん

也
や

さん（二ノ瀬）

　有田焼を再興させ、有田をものづくりの聖地にする。
これが私の抱負です。有田には有田焼はもちろん、豊か
な自然やおいしい農畜産物があります。佐賀県とオラン
ダのコラボレーションによるプロジェクト「2016/」（ニ
ーゼロイチロクプロジェクト）に参加し、国内外のデザイ
ナーと関わる中で、改めて町の魅力に気づきました。世

　「田んぼの学校」に二ノ瀬地区の小中学生みんなが参加
し、もち米の栽培から販売までを一緒にやっていきたい
です。子どもたちが自ら積極的に動き、楽しんで取り組
む姿や「自分たちが育てた」という自信に満ちた表情を
見ると本当に心強いです。今、子どもの数が減ってきて、
地域のつながりや交流の場が少なくなってきています。

　「有田ってすてきな町だな」「有田に来てよかった」。私
が有田の情報や魅力を発信することで、有田を訪れた方
にそう感じてもらえたら嬉しいです。有田は本当に魅力
のある町。そんな有田の「人」や「もの」との出会いづ
くりの力になりたいと思っています。実は私、有田窯業
大学校の１期生なんです。それをきっかけに有田で仕事

　有田をやきものの産地として知っていただくための実
績づくりをしたいです。今、プロの料理人が使う業務用
食器などを開発する、佐賀県の「プロユースプロジェクト」
に携わっています。料理人の要望を受け、プロジェクト
に参加する窯元や商社と積極的に意見を交換する中で、
自分自身の意識が変わり、新しいことに積極的に取り組

界に目を向け、町全体で人
を受け入れる体制ができれ
ば、必ず交流人口も増える
と思います。プロジェクト
メンバーの16の窯元・商社
とともに有田焼を世界に発
信します。

「田んぼの学校」は、そん
な地域の方をつなぐ場でも
あります。子どもたちはも
ちろん、保護者や近所の方
たちと一緒に小さなことか
ら少しずつ取り組んでいこ
うと思います。

めるようになりました。「有
田に仕事を任せておけば大
丈夫」という印象が広がっ
て、これからも有田が産地
として続いていけるよう実
績を積んでいきたいと思い
ます。

▲プロジェクトに参加するデザイ
ナーや窯元・商社の皆さん

▲世界的な料理人のアンドレ・チ
ャンさん（左）と話す德永さん

▲田んぼの学校に参加する二ノ瀬
地区の子どもや保護者の皆さん

▲エフエム佐賀「有田まるごとラ
ジオ !!」の収録に臨む長山さん

をするようになって、現在
はラジオやイベントなどの
司会業をやっています。来
ていただいた方を受け入れ
る場をつくっていき、有田
がもっと温かい町になった
らいいですね。
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有田まちなかフェスティバル 後半
レポート

今年はいよいよ本番！　その前に……

ガ
イ
ド
と
巡
る
有
田
の
町
屋
歩
き

11
月
15
日
～
23
日

観
光
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、
風
情
あ
る
町
並
み
が
残

る
内
山
地
区
の
町
屋
を
巡
り
ま
し
た
。

CAFÉ DE ARITA
11月21日～23日
昨年春の有田陶器市で話題となったオープンカフェが
トンバイ塀のある裏通りに再登場。買い物やまち歩きの
合間にゆったりとしたひとときを過ごされていました。

女
子
旅
♡
有
田
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

巡
り

11
月
８
日
・
29
日

町
内
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
女
子
旅
。
泉
山

磁
石
場
や
大お

お
い
ち
ょ
う

公
孫
樹
、
縁
結
び
の
伝
説
が
伝
わ
る

「
さ
ん
の
ん
さ
ん
」
な
ど
を
ガ
イ
ド
が
案
内
し
ま

し
た
。

上
有
田
駅
・
鉄
道
ふ
ぇ
す
た

11
月
14
日
～
23
日

上
有
田
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
を
も
う
一
度
取
り
戻

そ
う
と
開
催
。
駅
構
内
で
「
昭
和
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
写
真
展
、
駅
前
で
演
奏
会
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
有
田
皿
山
節
（
上
有
田
駅
）、
有
田
音
頭
チ
ロ

リ
ン
節
（
有
田
駅
）
の
発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
歌
碑

の
披
露
も
。
駅
カ
フ
ェ
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

歩あ
る

き
愛め

で
す
有
田

11
月
22
日

歩
数
計
を
持
っ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
ク

イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
「
ま
ち
を
知
っ
て
ま
ち
を

愛
し
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
。
窯
元
の

煙
突
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登
場
す
る
「
有
田
×

サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
コ
ラ
ボ
し
、
煙
突
を

目
印
に
ま
ち
を
巡
り
ま
し
た
。

　

日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
か
ら
４
０
０
年
。

い
よ
い
よ
２
０
１
６
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昨
年
、
11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
に
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
し
た
「
有
田
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」。
本
番
と
な
る
今
年
は
、
10
月
と
11
月
の

２
カ
月
に
わ
た
っ
て
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い

ま
す
。

ま
ず
は
、
先
月
号
で
紹
介
し
た
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

の
前
半
レ
ポ
ー
ト
に
引
き
続
き
、
今
月
号
で
後
半
の

内
容
を
中
心
に
振
り
返
り
ま
す
。

４
１

２

３

５

１

２
３

４
５

６

６
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秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ
り

秋
の
有
田
を
満
喫

第
11
回

　
「
食
と
器
で
お
も
て
な
し
」
を
テ

ー
マ
に
、
第
11
回
秋
の
有
田
陶
磁
器

ま
つ
り
が
11
月
15
日
か
ら
23
日
ま
で

町
内
各
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
期
間
中
に
約
16
万
２
千

▲有田陶磁の里プラザにて餅つきが行
われ、来場客に振る舞われました

▲400年の記念イベントで使用する碗灯
の絵付け体験が行われました

▲「みんなで踊ろう♪皿踊りコンテスト」
では、町内外から５団体が出場しました

▲紅葉の見ごろを迎える大公孫樹を一
目見ようと多くの方が訪れました

▲有田陶磁の里プラザにて「第33回茶わ
ん供養 有田のちゃわん祭り」が開催

▲「有田軽トラ市」では、有田の新鮮な農
産物などが販売されました

▲独立支援工房赤絵座でも、作品の展示
販売が行われました

▼普段見れない窯焚き作業を、有田を代
表する６つの窯元が公開しました

人
が
来
場
。
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
や

各
商
店
会
・
施
設
な
ど
の
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
で
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
ゆ
っ
く
り
買
い
物
を

楽
し
ん
だ
り
紅
葉
散
策
に
出
か
け
た

り
、
お
ま
つ
り
広
場
（
東
出
張
所
前

の
特
設
会
場
）
で
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
グ
ル
メ
を
堪
能
し
た
り
と
、

思
い
思
い
に
秋
の
有
田
を
満
喫
し
ま

し
た
。

▲ボランティアグループ ピースワーク
さんが作成したありたんとセラミー
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　11 月 29 日に第３回有田・食と農業まつりを開催しました。会場の役場
庁舎周辺と体育センター一帯には約 2500 人が来場。みんなが元気になる
おいしくて楽しい有田の魅力満載のまつりとなりました。

元気の源おいしい
楽しい は

第３回　有田・食と農業まつり  レポート

JA さがによるバルーン係留

佐世保工業高校の生徒
の皆さんによるミニ電
車試乗体験

子どもも大人も夢中になっ
た、しめ縄づくり体験（左）
と木工体験（下）

多彩なプログラムで盛り上がった
体育センターのステージ

棚田カフェや
青 空 フ リ ー
マーケットな
ど楽しいイベ
ントが盛りだ
くさん。多く
の来場者でに
ぎわいました

お 楽 し み 大 抽 選 会 で は、
ペア宿泊券やはがくれ牛、
棚田米などの豪華商品が
当たりました

有田自慢のおいしい
農 産 物 が た く さ ん。
生産者と消費者の交
流の場になりました
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来場者に振る舞われた約 1000 人分のだご汁。
JA 女性部の皆さんの手作りで、有田産の野菜
と愛情がたっぷり。今回は先着 400 人限定で有
田焼創業 400 年のマスコットキャラクター・セ
ラミーの器によそってプレゼントしました

限定プレゼントされた
セラミーの器。だご汁
の中には戸矢かぶも

ぬか床づくりに挑戦。「野菜が
変身！初めてのぬか床づくり」

会場でついた紅白餅の振る
舞い。行列ができるほどの
大盛況でした

最優秀賞
「ショウガ」

藤井和義さん（古木場）

優良賞
「戸矢カブ」

松村德文さん（戸矢）

優秀賞
「冬採りタマネギ」

佐藤清二さん（上山谷）

優秀賞
「コンニャク芋」

福島清人さん（仏ノ原）

優秀賞
「キュウリ」

前田裕男さん（岳）
最優秀賞

室井秀弘さん（上山谷）

優秀賞
「根深ネギ」

樋渡扶美子さん（山本）

農
産
物
品
評
会
の
結
果
は
こ
ち
ら

案か

山か

子し

コ
ン
テ
ス
ト

だご汁
まだかなぁー
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１
月
３
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
成
人
式
を

開
催
。新
成
人
２
６
３
人
の
門
出
を
祝
う
。

10
日　

新
年
席
書
会
が
焱
の
博
記
念
堂
で

開
催
さ
れ
、
72
人
が
参
加
。

11
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
消
防
出
初
式
が

あ
り
、
町
内
の
消
防
団
員
４
３
５
人
が
出

席
。
式
典
後
、
歴
史
と
文
化
の
森
公
園
で

観
閲
式
と
小
隊
訓
練
を
行
っ
た
。

18
日　

町
内
の
養
鶏
場
で
県
内
初
の
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
５
Ｎ
８
型
）

発
生
を
確
認
。
20
日
ま
で
に
ニ
ワ
ト
リ
約

７
万
３
千
羽
を
殺
処
分
。

２
月
１
日　
「
第
68
回
東
西
松
浦
駅
伝
大

会
」
開
催
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
に
伴
い
、
従
来
の
コ
ー
ス
を
短
縮
す

る
な
ど
、
大
会
要
項
を
変
更
し
て
実
施
。

５
日　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に

伴
い
実
施
し
て
い
た
、
発
生
養
鶏
場
か

ら
半
径
３
～
10
キ
ロ
圏
の
搬
出
制
限
を

解
除
。

７
日　
「
有
田
町
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
。

７
日　
「
第
11
回
有
田
雛ひ

い
なの

や
き
も
の
ま

つ
り
」
を
開
催
。

11
日　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
伴

い
実
施
し
て
い
た
移
動
制
限
区
域
を
す
べ

て
解
除
。
１
月
18
日
の
発
生
確
認
か
ら
24

日
間
続
い
た
す
べ
て
の
防
疫
対
応
が
終

了
。

７
月
４
日　

七
夕
席
書
会
が
焱
の
博
記
念

堂
で
開
催
さ
れ
、
69
人
が
参
加
。

12
日　

町
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

前
期
（
軟

式
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
水
泳
）
を
開
催
。（
軟
式
野
球
は
６
月

28
日
に
も
開
催
）

18
日　
「
バ
ル
ウ
ォ
ー
ク
in
大
樽
」
開
催
。

８
月
３
日　

マ
リ
ラ
・
ハ
ン
ナ
・
オ
ブ
シ

ャ
ー
ス
キ
さ
ん
、
Ｃ
Ｉ
Ｒ
（
国
際
交
流
員
）

の
任
期
を
終
了
。

３
日　

マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ペ
ー
タ
ー
・
サ
ド

フ
ス
キ
ー
さ
ん
が
Ｃ
Ｉ
Ｒ
に
就
任
。

９
日　

消
防
団
夏
季
訓
練
を
中
央
運
動
公

園
で
開
催
。消
防
団
員
４
４
１
人
が
参
加
。

９
月
１
日　

初
代
有
田
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
２
人
に
委
嘱
状
交
付
。

３
日　
「
有
田
キ
ッ
ズ
検
定
」
を
町
内
の

各
小
学
校
で
実
施
（
４
日
ま
で
）。

13
日　

町
民
体
育
大
会
開
催
。
有
田
中
学

校
区
は
６
区
が
４
連
覇
を
果
た
し
、
西
有

田
中
学
校
区
は
下
山
谷
区
が
総
合
優
勝
を

果
た
す
。

20
日　

旧
国
見
ト
ン
ネ
ル
料
金
所
跡
地
で

「
第
29
回
国
見
ま
つ
り
」
開
催
（
23
日
ま
で
）。

30
日　

東
京 

日
本
橋
三
越
本
店
で
、
有

田
焼
の
伝
統
と
魅
力
を
集
め
た
「
４
０
０

年
有
田
の
魅
力
展
」
を
開
催
（
10
月
５
日

ま
で
）。

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

 　

2016 年

2015 年は皆さんにとってどんな年でしたか。
ここでは町の出来事とともに１年間を振り返ってみます。
新年も皆さんにとって素晴らしい１年になりますように。

▲成人式

▲ バルウォーク in 大樽▲ マイセン青少年友好親善使節団

▲ 消防出初式

▲ 有田キッズ検定

▲ 第 11 回有田雛のやきものまつり

▲ 有田町地域おこし協力隊委嘱状交付式
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３
月
８
日　
「
女
性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田
」

焱
の
博
記
念
堂
で
開
催
。

13
日　

町
内
の
中
学
校
２
校
で
卒
業
式

が
執
り
行
わ
れ
る
。

30
日　

最
新
鋭
の
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
有
田
消
防
署
に
配
置
。

４
月
１
日　
「
お
お
や
ま
保
育
園
」
開
園
。

18
日　

山
田
神
社
で
「
丹
後
し
ゃ
く
な
げ

祭
り
」
開
催
。

29
日　

第
１
１
２
回
有
田
陶
器
市
が
始

ま
る
（
５
月
５
日
ま
で
）。
１
２
１
万
人
が

来
場
。

29
日　
「
第
１
１
２
回
九
州
山
口
陶
磁

展
」
開
催
（
５
月
８
日
ま
で
）。

５
月
16
日　

古
賀
峯
一
元
帥
の
慰
霊
祭

が
陶
山
神
社
で
開
催
。

29
日　

５
月
29
日
か
ら
６
月
１
日
に
か

け
て
行
わ
れ
た
、
第
53
回
佐
賀
県
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
競
技
に
お
い
て
、
有
田
工
業
高
校
が

創
部
56
年
目
に
し
て
初
優
勝
を
果
た
す
。

６
月
６
日　

上
有
田
地
区
の
活
性
化
と
伝

統
を
受
け
継
ご
う
と
、
白
磁
ヶ
丘
相
撲
場

で
有
田
小
学
校
校
内
相
撲
大
会
が
開
催
。

14
日　

内
山
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
「
ま
ち
の
オ
フ
ィ
ス
・
春
陽
堂
」

を
オ
ー
プ
ン
。

10
月
４
日　
「
有
田
町
文
化
祭
」
を
開
催

（
11
月
29
日
ま
で
）。

17
日　

第
68
回
県
民
体
育
大
会
が
開
催

（
18
日
ま
で
）。
有
田
町
か
ら
は
16
競
技
27

種
別
に
参
加
し
、町
の
部
で
３
位
に
入
賞
。

17
日　

唐
船
城
築
城
８
０
０
年
に
向
け
、

「
山
海
市
」
が
開
催
（
18
日
ま
で
）。

17
日　

姉
妹
都
市
の
ド
イ
ツ 

マ
イ
セ
ン

市
か
ら
青
少
年
友
好
親
善
使
節
団
15
人

が
来
有
（
25
日
ま
で
）。

18
日　
「
第
57
回 

有
田
皿
山
ま
つ
り
」
が

開
催
。
当
番
区
は
２
区
。

30
日　

有
田
町
戦
没
者
追
悼
式
を
焱
の

博
記
念
堂
で
開
催
。

11
月
１
日　
「
有
田
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
（
30
日
ま
で
）。

１
日　
「
第
19
回
上
有
田
う
～
た
ん
通
り

秋
の
窯
ま
つ
り
」
が
開
催
（
３
日
ま
で
）。

１
日　

町
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
後
期
（
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
卓
球
、
駅

伝
競
走
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
）
を
開
催
。

15
日　
「
石
場
相
撲
大
会
」
を
白
磁
ヶ
丘

相
撲
場
で
開
催
。

15
日　
「
第
11
回
秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ

り
」
開
催
（
23
日
ま
で
）。

29
日　
「
第
３
回
有
田
・
食
と
農
業
ま
つ

り
」
を
役
場
周
辺
と
体
育
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
周
辺
地
で
開
催
。

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

 　

2016 年

▲ 西有田中学校卒業式

▲ マイセン青少年友好親善使節団

▲ 県高校総体優勝の有工バスケ部

▲石場相撲大会

▲ まちのオフィス・春陽堂オープン

▲有田・食と農業まつり

年を振り返る2015
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の
分
別
や
出
し
方
が
変
わ
り
ま
し
た

み
ご

詳しくは ▼  環境課　☎ 46・2734

さが西部クリーンセンター リサイクルプラザ
毎週月曜～土曜（祝日含む）、第２日曜

９時～ 16 時まで

伊万里市松浦町山形字上高尾 5092-4

☎ 26・2333

毎週月曜～金曜（祝日含む）、第２日曜

９時～ 16 時まで

有田町戸矢乙 1574（入口は戸杓側）

☎ 41・1153

　新しい分別を写真付きで示した「分別ポスター」を 12 月中旬に各家庭に配布しています。

追加で必要な方には、役場環境課および東出張所、生涯学習センター、福祉保健センター、

リサイクルプラザにて配布します。また、品目ごとの分別を記載した「分別読本（冊子）」

は２月に配布しますが、１月から町ホームページでも閲覧することができます。

「有田町ホームページ」で検索：くらしの情報  →  くらし・環境  →  ごみ・リサイクル
　粗大ごみシールは、各区区長、町内販売店、婦人会のほか、町内コンビニエンスストア（一

部店舗を除く）、四季ありた、jaja の森でも販売しています。

施
設
情
報

お
知
ら
せ

さが西部
クリーンセンター

六仙寺
交差点

上伊万里
交差点

道祖瀬
交差点

浪瀬峠
交差点

古賀交差点

国道202
至 唐津

至 山内

至 武雄・多久

松浦バイパス

セブンイレブン

セブンイレブン
JA伊万里直売所

松浦の里

大川内小学校

大有田焼会館

中部交番跡

本町

戸杓

戸矢

大野

桑古場
九州陶磁文化館

西松浦通運プロパン倉庫

至波佐見

至JR有田駅

至波佐見

国道35号 NTTドコモ

窯業大学校

バイクショップ
まつお

リサイクルプラザ

クリーンパーク有田

2 事業所の皆さまへ

事業所から出たごみを直接施設に搬入する場合

さが西部クリーンセンター

搬入できるもの（有料）▶
可燃物（剪

せん

定
てい

くず・草含む）、不燃物、粗大ごみ

集積所へのごみ出しについて

原則１回４袋まで収集します。地区によっては個別に数の制限をされている箇所もありますので、

地区役員さんと協議をしてください。

リサイクルプラザ

搬入できるもの（有料）▶資源物（飲料用缶、飲料用瓶、食品用瓶）、ペットボトル

搬入料金▶ 10kg まで 120 円、10kg 増すごとに 120 円加算

搬入できるもの（無料）▶古紙（段ボールなど）、廃食油（サラダ油など）、ペットボトルキャップ

※事業所からの可燃物、不燃物、粗大ごみは少量でも受け入れできませんので、さが西部クリーン

センターへ搬入してください。

※事業所からの蛍光灯、乾電池は受け入れできません。産業廃棄物として適切に処理してください。

搬入料金▶
10kg まで 100 円、10kg 増すごとに 100 円加算

ARITA 2016.1 12



一般家庭の皆さまへ

家庭から出たごみを直接施設に搬入する場合1

リサイクルプラザ

ごみの分別や出し方が変わりました

搬入できるもの（有料）▶可燃物（剪
せん

定
てい

くず・草を含む）、不燃物、粗大ごみ、資源物、ペットボトル

搬入料金▶ 10kg まで 120 円、10kg 増すごとに 120 円加算

搬入できるもの（無料）▶古紙（段ボール、新聞、チラシ、雑誌、本、紙箱、紙袋、牛乳パック、シュレッダーくず

　　　　　　　　　　　　  など）、廃食油（天ぷら油など）、蛍光灯、乾電池、ペットボトルキャップ

※廃食油：役場環境課でも回収しています。廃食油の容器は返却しますのでお持ち帰りください。

※蛍光灯、乾電池、ペットボトルキャップ：本庁舎、東出張所、福祉保健センターに回収ボックスを設置しています。

※古紙リサイクル推進を目的に、リサイクルプラザおよび月１回のリサイクルデーに古紙を搬入された方に、

　黄色のごみ袋（ペットボトル用ごみ袋）を配布します。（袋がなくなり次第配布終了）

さが西部クリーンセンター

搬入できるもの（有料）▶可燃物（剪
せん

定
てい

くず・草を含む）、不燃物、粗大ごみ

搬入料金▶ 10kg まで 80 円、10kg 増すごとに 80 円加算

　有田町クリーンセンターの閉鎖に伴い、これまでクリーンセンターに搬入していた可燃物および古紙（段

ボールなど）については、リサイクルプラザで受け入れます。

「リサイクルプラザ」および「さが西部クリーンセンター」へ直接搬入される際は、町指定ごみ袋など

に入れずに、段ボール箱やコンテナなどに入れて搬入することをおすすめします。町指定ごみ袋に入れ

て搬入された場合でも、粗大ごみシールを貼って搬入された場合についても別途料金がかかります。

注
意

大きく３つの点が変更になりました
①黄色の容器包装プラスチックの分別がなくなりました
　これまで黄色のごみ袋に入れていた容器包装プラスチック類（発泡スチロール、シャンプー容器など）

は可燃物となりますので、緑色のもえるごみ袋に入れて出してください。白色トレイはスーパーの

リサイクルに出してください。

②家庭に余っている黄色のごみ袋はペットボトル用ごみ袋として使えます
　黄色のごみ袋は、透明のペットボトル袋と同様に、ペットボトル袋として使用してください。

黄色のごみ袋に使用期限はありません。ごみ袋の返品や交換は行いませんのでご了承ください。

③ピンクのもえないごみ袋に入れていたプラスチック製品は分別が変わります
　（１）金属部品や電気回路が使用してあるプラスチック製品：電卓、時計など

　　　  →これまでどおりピンクのもえないごみ袋に入れてください。

　（２）金属部品や電気回路を使用していないプラスチック製品：おもちゃ、バケツ、洗面器など

　　　  →緑色のもえるごみ袋に入れてください。

　１月からごみの分別や出し方などが変わりました。ごみの分別、出し方、日程などについ
ては、配布しているごみ出しカレンダーや分別ポスターなどでご確認ください。

変
更
内
容
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

イベ
ント

皿
踊
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
追
加
募
集
し
ま
す

　

日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
４
０
０

年
事
業
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
皿
踊
り
で

有
田
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容
▼
各
イ
ベ
ン
ト
で
、
有
田
皿
踊

り
を
披
露
し
て
、
有
田
町
と
有
田
焼
創
業

４
０
０
年
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う

活
動
イ
ベ
ン
ト
▼

県
内
外
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

応
募
条
件
▼

①
町
民
ま
た
は
町
内
で
勤
務
し
て
い
る
方

（
高
校
生
以
上
）

※
未
成
年
の
場
合
は
、
保
護
者
の
承
諾
が

必
要
で
す
。

②
屋
外
で
皿
踊
り
が
で
き
る
、
健
康
で
元

気
な
方

③
団
体
行
動
が
で
き
る
方

④
有
田
を
Ｐ
Ｒ
す
る
意
欲
の
高
い
方

募
集
期
間
▼
１
月
４
日
（
月
）
～

１
月
22
日
（
金
）

応
募
方
法
▼
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載

の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
、
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
旅
費
な
ど
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

半
額
程
度
の
補
助
を
行
う
予
定
で
す

が
、
会
場
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

400 年
事業

※
イ
ベ
ン
ト
の
規
模
に
よ
っ
て
、
人
数
制

限
を
越
え
る
希
望
者
が
集
ま
っ
た
場

合
、抽
選
等
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
登
録
者
に
対
し
、
参
加
を
強
制
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
ち
ろ
り
ん
浴
衣
・
足
袋
・
ぞ
う
り
（
赤

い
鼻
緒
）
は
必
ず
個
人
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

※
髪
飾
り
・
帯
・
襦
袢
・
皿
な
ど
は
事
務

局
で
準
備
し
ま
す
。

※
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
不
要
で
す
。

詳
し
く
は
▼
日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創

業
４
０
０
年
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

（
大
有
田
焼
会
館
２
階
）　

（
〒
８
４
４
・
０
０
１
８　

有
田
町
本
町
丙

９
５
４
番
地
９
）   　
　

☎
25
・
９
３
４
０

▲昨年東京日本橋三越本店で開催された
「400 年有田の魅力展」に合わせて、皿踊

りを披露しました

● 2016 年カウントダウン
　（12 月 31 日～１月１日）

2016 年 有田焼創業 400 年記念イヤー　主なイベント等開催予定一覧

12 月 　１月 　２月　 ３月 　４月　 ５月　 ６月 　７月 　８月 　９月 　10 月　 11 月 　12 月

●有田キッズ
　検定

●タイムカプセル
開封式 有田まちなか

フェスティバル

「日本磁器誕生展」
（九州陶磁文化館）

● 400 年有田の魅力展
　（佐賀玉屋）

● 400 年有田の魅力展
　（広島　福屋本店）

● 400 年有田の魅力展
　（東武百貨店池袋店）

「人間国宝と三右衛門」展
　（九州陶磁文化館）

タイムカプセル
公開

有田陶器市
（４月 29 日～５月５日）

有田雛のやきものまつり
（２月６日～３月 21 日）

●佐賀大学新学部設置

● YOSAKOI 九州中国祭り
in 佐賀ん有田

● 400 年有田の魅力展
　（阪急うめだ本店　２月 24 日～ 29 日）

● 400 年有田の魅力展
　（福岡三越　３月９日～ 14 日）

●メゾン・エ・オブジェ
　2016 年１月展

●ミラノサローネ
　2016 年４月出展

▶

▶ ▶

▶

▶

▶

▶

▶●
世界料理学会 in ARITA

▶

▶

▶

▶

「アリタハウス」（九州陶磁文化館）
● 400 年有田の魅力展
　（近鉄百貨店本店）

●

●記念式典（10 月 22 日）

●皿山まつり（10 月 23 日）

秋の有田陶磁器まつり

▶

▶

食と農業まつり

　　　　　　●
日本伝統工芸フォーラム

※現在検討されている内容のため、今後変更になる場合もあります。

※町実行委員会だけでなく、佐賀県や民間の取り組みも掲載しています。
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参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ま
ち

づ
く
り
課
内
「
有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
可
）

申
込
書
▼
役
場
、
東
出
張
所
、
ま
た
は
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
ま
ち
づ
く
り
課
内
）
☎
46
・
２
９
９
０

46
・
２
１
０
０

 m
achidukuri@

tow
n.arita.lg.jp

　

有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

「
女
性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田
」
で
実
施
す
る

「
赤
ち
ゃ
ん
は
い
は
い
レ
ー
ス
」
の
出
場

者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
▼
３
月
６
日
（
日
）

・
受
付　
　
　

12
時
30
分
～
13
時

・
競
技
開
始　

13
時
30
分
（
予
定
）

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂

参
加
資
格
▼

・
立
ち
歩
き
を
し
な
い
１
歳
未
満
の
乳
児

・
町
内
在
住
者
、
ま
た
は
そ
の
親
族

レ
ー
ス
内
容
▼

・
Ａ
＝
は
い
は
い
ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー
ス

・
Ｂ
＝
は
い
は
い
ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
ス

（
応
募
者
を
ビ
ギ
ナ
ー
・
ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
ス

に
分
け
、
各
コ
ー
ス
５
人
ず
つ
の
３
レ
ー
ス

で
予
選
・
決
勝
を
行
い
ま
す
。）

・
コ
ー
ス
は
４
ｍ
で
、
制
限
時
間
１
分

・
途
中
歩
い
た
場
合
は
失
格

募
集
人
数
▼
各
コ
ー
ス
15
人

賞
品
▼

・ 

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
＝
各
コ
ー
ス
の
優
勝

者
・ 

参
加
賞
＝
全
員

募
集
締
切
▼
２
月
19
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

女
性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田

「
赤
ち
ゃ
ん
は
い
は
い
レ
ー
ス
」
出
場
者
募
集

募集

FAX

▲ 昨年の「赤ちゃんはいはいレース」の様子

町からのお知らせ行政ナビ１月

add

　コンサート当日の会場への入場について

お知らせします。

　当日は混雑が予想されるため、整理券を

宝くじ文化公演
「海援隊トーク＆ライブ 2016」 統

計
調
査
員
を

　
　
募
集
し
ま
す

　

町
は
、
国
か
ら
委
託
を
受
け
て
行
う

各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
く

統
計
調
査
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

仕
事
内
容
▼

・ 

統
計
調
査
事
務
打
ち
合
せ
会
（
説
明
会
）

へ
の
出
席

・ 

調
査
区
の
範
囲
と
調
査
対
象
の
確
認

・ 

統
計
調
査
票
の
配
布
、
回
収

・ 

調
査
票
の
点
検
や
提
出　

な
ど

報
酬
▼
国
が
定
め
る
額

今
後
実
施
予
定
の
統
計
調
査
▼

・ 

経
済
セ
ン
サ
ス
｜

活
動
調
査
（
平
成
28
年

６
月
１
日
現
在
）

統計
調査

・ 

労
働
力
調
査
、
生
産
動
態
統
計
調
査
、

毎
月
勤
労
統
計
調
査　

な
ど

応
募
条
件
▼

・ 

原
則
と
し
て
町
内
在
住
の
方

・ 

責
任
と
熱
意
を
持
っ
て
調
査
の
事
務
を

遂
行
で
き
る
方

・ 

秘
密
の
保
護
に
関
し
信
頼
の
お
け
る
方

・ 

税
務
、
警
察
、
選
挙
に
直
接
関
係
の
な

い
方

応
募
期
限
▼
随
時
、
受
け
付
け
ま
す
。

応
募
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
ま
ち
づ
く
り
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
以
前
に
提
出
さ
れ
た
方
は
、
改
め
て
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課　

☎
46
・
２
９
９
０

配布します（お１人様１

枚まで）。14 時 30 分の開

場後、整理券の順番によ

り入場していただきます。

　ご協力よろしくお願い

いたします。

配布日時 ▼１月 23 日（土）　13 時～

配布場所 ▼焱の博記念堂　正面入口

公演日時 ▼１月 23 日（土）　

　　　　　開場：14 時 30 分

　　　　　開演：15 時

 公演会場 ▼焱の博記念堂　文化ホール

※未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。

詳しくは ▼焱の博記念堂　☎ 46･5010
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

　
「
償
却
資
産
」
と
は
、
事
業
を
営
ん
で

い
る
会
社
や
個
人
が
、
事
業
の
た
め
に
所

有
す
る
構
築
物
・
機
械
・
器
具
・
備
品
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
所
有
し

て
い
る
償
却
資
産
は
、
固
定
資
産
税
の
課

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
償
却
資
産
例
は

左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12
月
下
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま
し
た

固
定
資
産（
償
却
資
産
）の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

固定
資産

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
資
産
は
申
告
の
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
家
屋
（
家
屋
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
照

明
・
空
調
設
備
な
ど
）

②
無
形
減
価
償
却
資
産（
特
許
権
、営
業
権
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
な
ど
）

③
耐
用
年
数
１
年
未
満
の
資
産

④
取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産
で
、

法
人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
一
時
的

に
損
金
算
入
さ
れ
た
も
の
（
少
額
償
却

資
産
）

⑤
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産
で
、

法
人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
３
年
間

で
均
等
償
却
す
る
も
の
（
一
括
償
却
資

産
）

⑥
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
と
な
る
も
の

※
④
⑤
の
場
合
で
も
、
個
別
の
資
産
の
耐

用
年
数
で
通
常
の
減
価
償
却
を
し
て
い

る
と
、
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
償
却
資
産
が
あ
る
と
き
は

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
地
方
税

法
第
３
８
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
所
有
す

る
償
却
資
産
の
種
類
・
数
量
・
取
得
時
期
・

取
得
価
格
な
ど
を
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
中
に
資
産
の
増
減
が
無

い
場
合
も
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

電
子
申
告
が
で
き
ま
す

　

償
却
資
産
の
申
告
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
す
る
に
は
、
認
証
局
が
発
行
す
る

電
子
証
明
書
に
よ
る
電
子
署
名
が
必
要
で

す
。
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.eltax.

jp/

）
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
今
年
度
初
め
て
計
上
す
る

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て

　

事
業
用
に
供
し
て
い
る
太
陽
光
発
電
設

備
な
ど
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
が
発
行

す
る
「
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽
光
発

電
設
備
に
係
る
設
備
認
定
通
知
書
」
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
初
年
度
の
み
）

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
係

る
課
税
標
準
の
特
例
に
よ
り
、
該
当
す
る

設
備
に
対
し
て
3
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
限
り
、
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
が

3
分
の
2
の
額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
機
械
お
よ

び
装
置
の
耐
用
年
数
は
17
年
で
す
。

■
申
告
書
の
様
式
に
つ
い
て

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
償
却
資
産
申
告

書
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
く
ら
し
の
情
報
→

税
金
→
固
定
資
産
税

■
申
告
書
提
出
期
間

１
月
４
日
（
月
）
～
２
月
１
日
（
月
）

詳
し
く
は
▼
税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６

飲食店▶厨房設備、カラオケセットなど

工場▶各種製造設備、受変電設備など

ホテル・旅館▶客室設備、洗濯設備など

建設業▶

パワーショベル、ポータブル発電機など

理容業・美容業▶

理・美容いす、洗面設備など

医院▶ベッド、手術台、Ｘ線装置など

ガソリンスタンド▶

オイルチェンジャー、洗車機など

商売店▶商品陳列ケース、冷蔵庫など

太陽光発電設備▶

事業の用に供している設備、また個人で 10kW

以上の設備を有し売電している場合など

主な償却資産例
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表彰

現
代
の
名
工
に

館
林
延
幸
さ
ん

　

工
業
技
術
や
伝
統
工
芸
な
ど
の
優
れ
た

技
能
者
を
表
彰
す
る
「
現
代
の
名
工
」
に
、

柿
右
衛
門
窯
の
館た

て

林ば
や
し

延の
ぶ

幸ゆ
き

さ
ん
（
南
山
・

65
歳
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

舘
林
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
か
ら
約
40
年

▲厚生労働大臣が卓越した技能者を表
彰する「現代の名工」に選ばれた館
林延幸さん

柿
右
衛
門
窯
の
上
絵

付
け
部
門
に
従
事
。

表
彰
を
受
け
「
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ま
の
お
か
げ
。
今
後

も
よ
り
質
の
高
い
も

の
を
目
指
し
て
や
る

だ
け
で
す
」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
後
進
の
指
導
に
も
力
を
注
ぐ

館
林
さ
ん
。
同
窯
の
職
人
は
も
ち
ろ
ん
、

「
子
ど
も
た
ち
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
県
内
の
小
学
校
を
訪

問
し
絵
付
け
教
室
な
ど
も
行
い
、
も
の
づ

く
り
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

百歳
祝い

百歳祝い
正司 フサ子さん

　12 月 17 日に正司フサ子さん（中の原）
が 100 歳を迎え、山口隆敏町長が「祝百
寿」と書かれた書を手渡しました。
　ご長寿の秘訣を尋ねると「病気をしな
いこと」と正司さん。周囲の方からのお
祝いの言葉に「ありがとうございます」
と笑顔で応えていました。
　正司さん、これからもお元気にお過ご
しください。
詳しくは ▼健康福祉課　☎ 43・2196

町からのお知らせ行政ナビ１月 町からのお知らせ行政ナビ１月

詳しくは ▼  総務課　☎ 46・2111

※雑費には、各種組織等の総会などに支出する
雑しょうなどが含まれます。

■ 町交際費 11 月
項　目 金　額 備　考

会　費 15,000 円 佐賀地方協力本部創立
記念祝賀会会費   他２件

雑　費 3,456 円 畜魂祭時雑しょう

合　計 18,456 円

防災行政無線の
メール登録をお願いします

防災行政無線を聞き逃した場合で
も、携帯電話に届くメールで内容
を確認することができます。
右の QR コードを読み取るか、アドレス

（ 携 帯 電 話 用 ）「http://www2.town.arita.saga.jp/
apmmail/mob/」から登録をお願いします。
※電話で放送内容を確認するときは☎ 46･2961

まで。

　

利
用
す
る
に
は
、
認
証
局
が
発
行
す
る

電
子
証
明
書
に
よ
る
電
子
署
名
が
必
要
で

す
。
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.eltax.

jp/

）
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
今
年
度
初
め
て
計
上
す
る

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て

　

事
業
用
に
供
し
て
い
る
太
陽
光
発
電
設

備
な
ど
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
が
発
行

す
る
「
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽
光
発

電
設
備
に
係
る
設
備
認
定
通
知
書
」
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
初
年
度
の
み
）

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
係

る
課
税
標
準
の
特
例
に
よ
り
、
該
当
す
る

設
備
に
対
し
て
3
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
限
り
、
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
が

3
分
の
2
の
額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
機
械
お
よ

び
装
置
の
耐
用
年
数
は
17
年
で
す
。

■
申
告
書
の
様
式
に
つ
い
て

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
償
却
資
産
申
告

書
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
く
ら
し
の
情
報
→

税
金
→
固
定
資
産
税

■
申
告
書
提
出
期
間

１
月
４
日
（
月
）
～
２
月
１
日
（
月
）

詳
し
く
は
▼
税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６▲ 購入した消防用小型動力ポンプ

助成
事業

宝
く
じ
助
成
金
で

消
防
用
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
購
入
し
ま
し
た

　

町
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
財
団
法
人 

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
て
い
る
「
平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
地
域
防
災
組
織
育
成
事

業
」
の
助
成
を
受
け
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
助
成
に
よ
り
購
入
し
た
小
型
動

力
ポ
ン
プ
は
、
有
田
町
消
防
団
第
1
分
団

第
4
部
（
白
川
）
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
総
務
課　

消
防
団
管
理
室　

（
有
田
消
防
署　

消
防
１
課
内
）

☎
42
・
２
６
７
１

助成
事業
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伊
万
里
・
有
田
地
区
火
葬
場

「
や
す
ら
ぎ
斎
苑
」
場
長
を
募
集
し
ま
す

募集

　

交
通
災
害
共
済
は
、
万
が
一
自
動
車
事

故
な
ど
の
交
通
災
害
に
あ
っ
た
と
き
に
、

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

平
成
27
年
11
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た

通
り
、
平
成
28
年
度
よ
り
見
舞
金
等
級
を

減
ら
し
、
見
舞
金
を
減
額
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。
掛
金
は
１
人
５
０
０
円
で

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
は
平
成
28

交
通
災
害
共
済
か
ら
の
お
知
ら
せ

交通 
災害

区分 等級 災害の程度 見舞金額

自動車安全
運転センタ
ーなどが交
付する交通
事故証明書
を添付した
もの

１ 死亡 100 万円

２
自賠法別表第１および別表
第２の第１級に該当する後
遺障害

100 万円

３
医師の治療を受けるための
入院・通院実日数（以下入
院等日数）が 150 日以上

10 万円

４ 入院等日数が 100 日以上 ５万円

５ 入院等日数が 50 日以上 ３万５千円

６ 入院等日数が 25 日以上 ２万５千円

７ 入院等日数が 10 日以上 １万５千円

上記証明書
を添付しな
いもの

８
死亡または入院等日数が
25 日以上

２万円

９ 入院等日数が 10 日以上 １万２千円

■新見舞金等級表

年
２
月
１
日
よ
り
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
発

生
し
た
事
故
に
よ
る
見
舞
金
請
求
は
、
従

来
の
等
級
表
で
の
請
求
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

・
住
民
課　
　
　
　
　

 

☎
46
・
２
１
１
４

・
佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合

☎
０
９
５
２
・
25
・
２
３
５
４

行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

佐賀県の最低賃金が改定されました
■ 地域別最低賃金　・佐賀県最低賃金　６９４円      

■ 特定（産業別）最低賃金
・ 一般機械器具製造業関係　　７９５円

・ 電気機械器具製造業関係　　７６０円

・ 陶磁器・同関連製品製造業　６９５円

　なお、①賞与などの臨時の賃金、②深夜などの割

増賃金、③通勤手当などは、最低賃金に含まれません。

詳しくは ▼佐賀労働局 　☎ 0952･32･7179

提
出
書
類
▼
申
込
書
兼
履
歴
書
お
よ
び
小

論
文
（
１
０
０
０
字
以
内
）

※
詳
細
は
募
集
要
項
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
募
集
要
項
な
ど
は
、
伊
万
里
・
有

田
地
区
衛
生
組
合
、伊
万
里
市
環
境
課
、

有
田
町
環
境
課
に
て
配
布
し
ま
す
。

※
各
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
伊
万
里
・
有
田
地
区
衛
生
組

合
（
〒
８
４
８
・
０
０
３
１　

伊
万
里
市
二
里

町
八
谷
搦
６
２
７
・
３
）    

☎
23
・
７
１
７
０

募
集
期
間
▼

１
月
４
日
（
月
）
～
29
日
（
金
）

職
種
▼
火
葬
場
長
（
非
常
勤
嘱
託
）

募
集
人
員
▼
１
人

職
務
内
容
▼

火
葬
場
施
設
、
火
葬
業
務
の
管
理
監
督
お

よ
び
予
算
の
執
行
な
ど
火
葬
場
運
営
業
務

応
募
資
格
▼
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
に

お
け
る
年
齢
が
50
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

で
、
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
伊
万
里

市
も
し
く
は
有
田
町
に
居
住
（
住
民
登
録
）

し
て
い
る
方
（
採
用
条
件
と
し
て
引
き
続

き
居
住
す
る
こ
と
と
し
ま
す
）

任
用
期
間
▼

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
程
度

※
更
新
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

勤
務
条
件
▼

９
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で
の
１
日
７
時

間
で
、
週
５
日
（
35
時
間
）
勤
務
で
す
。

※
施
設
利
用
状
況
に
よ
り
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祝
日
が
勤
務
日
に
な
る
な
ど
の
変

更
が
あ
り
ま
す
。

報
酬
▼
月
額
１
８
７
，
１
０
０
円

※
社
会
保
険
あ
り
、
通
勤
手
当
な
ど
の
諸

手
当
な
し
（
こ
れ
は
平
成
28
年
１
月
現

在
の
報
酬
額
で
す
。）
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助成
事業

毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
準
備
の
た
め
の

調
査
が
行
わ
れ
ま
す

　

勤
労
統
計
調
査
は
、
わ
が
国
の
賃
金
や

労
働
時
間
、
雇
用
の
変
動
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の

準
備
と
し
て
、
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、

対
象
地
区
の
事
業
所
に
調
査
員
が
訪
問
し
、

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
▼
蔵
宿
・
仏
ノ
原
・
黒
川
・
下
本
・

舞
原
の
す
べ
て
の
事
業
所

調
査
内
容
▼
事
業
所
名
・
人
数

統計
調査

※
５
～
29
人
の
従
業
員
の
い
ら
っ
し
ゃ
る

事
業
所
は
他
に
住
所
・
電
話
番
号
・
事

業
所
規
模
な
ど
も
お
尋
ね
し
ま
す
。

調
査
期
間
▼
1
月
中
旬
～
２
月　

※
本
調
査
は
、
平
成
28
年
７
月
～
平
成
29

年
12
月
で
す
。

詳
し
く
は
▼

・
県
統
計
分
析
課　

☎
０
９
５
２
・
25
・
７
０
３
７

・
ま
ち
づ
く
り
課　
　

 

☎
46
・
２
９
９
０

会議

町
内
体
育
施
設
の

利
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
に
町
内
の
体
育
施
設
（
学

校
施
設
は
除
く
）
で
行
わ
れ
る
各
種
ス
ポ

ー
ツ
大
会
な
ど
の
日
程
調
整
を
行
う
た

め
、
利
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
大

会
な
ど
で
体
育
施
設
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、「
利
用
希
望
申
請
書
」
に

ご
記
入
の
上
、
１
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

生
涯
学
習
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、利
用
調
整
会
議
の
日
程
な
ど（
２

月
中
旬
を
予
定
）
に
つ
い
て
は
、
申
請
を

さ
れ
た
方
に
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

利
用
調
整
会
議
の
対
象
と
な
る
大
会
▼

全
国
大
会
、
九
州
大
会
、
県
大
会
、
全

町
規
模
の
大
会
、
そ
の
他
町
長
が
認
め

る
規
模
の
大
き
な
大
会
。

※
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
大
会
の

内
容
、
規
模
な
ど
に
よ
り
調
整
の
上
、

決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
町
主
催
の
行

事
を
優
先
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
に

沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課☎

43
・
２
３
１
４

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
の

進
学
・
就
職
を
支
援
し
ま
す

　

県
は
、
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
児
童

や
父
母
の
い
な
い
児
童
の
進
学
・
就
職
を

支
援
す
る
た
め
、
修
学
資
金
や
就
学
支
度

資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
者
▼
平
成
28
年
度
に
高
校
・
大
学
・

専
修
学
校
（
専
門
学
校
な
ど
）
へ
の
入
学

を
希
望
さ
れ
る
方

受
付
期
間
▼

１
月
７
日
（
木
）
～
３
月
18
日
（
金
）

　

左
記
以
外
に
も
、
生
活
資
金
や
転
宅
資

修学資金（円 / 月額）

学校種別 公　立 私　立

高等学校 18,000（23,000） 30,000（35,000）

高等専門学校 21,000（22,500） 32,000（35,000）

短期大学 45,000（51,000） 53,000（60,000）

大　学 45,000（51,000） 54,000（64,000）

就学支度資金（円）

学校種別 公　立 私　立

高等学校
150,000（160,000） 410,000（420,000）

高等専門学校

短期大学
370,000（380,000） 580,000（590,000）

大　学

※（　）は自宅外通学の場合。
※　専修学校（専門学校など）も対象になります。

支援

金
な
ど
の
貸
し
付
け
が
あ
り
ま
す
。

　

資
金
の
貸
し
付
け
に
は
い
く
つ
か
の
条

件
が
あ
り
、
申
請
後
、
審
査
を
経
て
か
ら

決
定
さ
れ
ま
す
。（
平
成
26
年
10
月
か
ら
、

父
子
家
庭
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。）

詳
し
く
は
▼

・ 

伊
万
里
保
健
福
祉
事
務
所　

母
子
保
健

福
祉
担
当　
　
　
　

☎
23
・
２
１
０
２

・
健
康
福
祉
課　

母
子
福
祉
担
当　
　

 

☎
43
・
２
２
３
７
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水道

漏
水
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

パイロット

　

寒
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
宅
内

の
漏
水
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

気
温
が
下
が
る
と
、
水
道
管
が
凍
結
し

漏
水
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
宅
内
で

漏
水
し
た
場
合
は
、
ご
自
身
の
負
担
で
修

理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
い
つ
の
間
に
か
漏
水
し
て
い
て
、
水

道
料
金
の
請
求
額
が
増
え
て
し
ま
っ
た
」

と
い
う
こ
と
が
無
い
よ
う
、
定
期
的
に
水

道
メ
ー
タ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

①
ご
自
宅
の
蛇
口
が
全
部
締
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ご
自
宅
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
場
所

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
上
下
水
道
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
開
け
に
く
い
場

合
は
、
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
を

使
っ
て
開
け
て
く
だ
さ
い
。

④
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、
右
下
の

写
真
の
よ
う
な
メ
ー
タ
ー
が
埋
ま
っ
て

い
ま
す
。
泥
で
汚
れ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
を
開
く
と
、
中
に
銀

色
の
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」（
右
写
真
参
照
）

と
い
う
部
品
が
あ
り
ま
す
。
水
を
使
う

と
こ
の
部
分
が
回
転
し
ま
す
。

し
か
し
、宅
内
で
漏
水
を
し
て
い
る
と
、

蛇
口
を
全
部
締
め
て
い
て
も
、
こ
の
部

分
が
ゆ
っ
く
り
回
転
し
ま
す
。

⑥
回
転
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
ご
自
宅
は

漏
水
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

⑦
ふ
た
を
閉
め
る
と
き
は
丁
寧
に
。
割
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

寒
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

風
邪
な
ど
引
か
な
い
よ
う
注
意
し
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
上
下
水
道
課☎

46
・
２
７
４
６

必
要
書
類
▼

①
放
課
後
児
童
教
室
入
級
申
込
書

②
昼
間
、
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
こ
と

を
証
明
す
る
書
類

※
児
童
と
同
居
す
る
満
65
歳
未
満
の
全
て

の
方
に
つ
い
て
必
要
で
す
。

・ 

就
労
（
予
定
）
証
明
書
…
会
社
な
ど
に

勤
め
て
い
る
方

・ 
民
生
委
員
の
証
明
…
自
営
業
の
方
な
ど

③
入
級
誓
約
書

※
必
要
書
類
は
生
涯
学
習
課
、婦
人
の
家
、

各
放
課
後
児
童
教
室
に
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
▼
①
～
③
の
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
傷
害
保
険
料
（
８
０
０
円
）

を
添
え
て
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
婦
人
の

家
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
在
校
生
は
、
各
学
校
の
放
課
後
児
童
教

室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
負
担
▼

・ 

傷
害
保
険
料
（
年
間
８
０
０
円
）

※
申
し
込
む
と
き
に
支
払
う
分
で
す
。

・ 

学
級
費　

  （
毎
月
２
０
０
０
円
）

・ 

お
や
つ
代
（
毎
月
１
０
０
０
円
）

申
込
期
限
▼
２
月
５
日
（
金
）
必
着

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課☎ 

43
・
２
３
１
４

放課後
児童
教室

平
成
28
年
度
放
課
後
児
童
教
室
の

入
級
者
を
募
集
し
ま
す

　
町
は
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
に
よ
り
日

中
留
守
と
な
る
家
庭
の
児
童
を
対
象
に
、

放
課
後
児
童
教
室
の
入
級
者
を
募
集
し
ま

す
。

実
施
場
所
▼
各
小
学
校
の
専
用
教
室

対
象
児
童
▼

　

年
間
を
通
し
て
、
放
課
後
に
両
親
や
祖

父
母
な
ど
の
保
護
者
が
就
労
な
ど
に
よ
り

留
守
と
な
る
家
庭
の
小
学
１
年
生
～
６
年

生
ま
た
は
特
別
な
事
情
が
あ
る
児
童
。

募
集
定
員
▼

・ 

有
田
小
学
校　
　
　
　

35
人

・ 

有
田
中
部
小
学
校　
　

90
人

・ 

曲
川
小
学
校　
　
　
　

90
人

・ 

大
山
小
学
校　
　
　
　

75
人

開
設
期
間
▼
平
成
28
年
４
月
１
日
～

平
成
29
年
３
月
31
日

※
日
曜
・
祝
日
・
お
盆
・
年
末
年
始
を
除
く

※
新
入
学
児
童
に
つ
い
て
も
４
月
１
日
か

ら
入
級
可
能
で
す
。

開
設
時
間
▼

・ 

平
日
…
授
業
終
了
後
～
18
時

・ 

土
曜
日
、
休
校
日
、
長
期
休
暇
（
夏
休

み
な
ど
）
…
８
時
～
18
時

※
延
長
申
請
者
の
み
、
18
時
30
分
ま
で
開

設
し
ま
す
。
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準
要
保
護
の
認
定
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　

準
要
保
護
と
は
、
病
気
や
離
職
な
ど
の

理
由
で
、
経
済
的
な
支
援
が
必
要
な
小
中

学
生
を
も
つ
保
護
者
に
対
し
、
お
子
さ
ん

が
安
心
し
て
義
務
教
育
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を
援
助

す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
認
定
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
要
領
に
よ
り
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

提
出
さ
れ
た
書
類
を
も
と
に
、
認
定
基

準
の
該
当
者
で
あ
る
か
ど
う
か
、
教
育
委

員
会
に
諮
り
審
議
さ
れ
た
後
、
認
定
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
期
間
は
、
申
請
を
さ
れ
た
年
度
の

み
で
す
。
平
成
27
年
度
に
認
定
を
受
け
た

方
で
も
、
来
年
度
も
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

①
就
学
援
助
申
請
書  

１
部

②
民
生
委
員
意
見
書

③
所
得
証
明
書
（
役
場
税
務
課
で
発
行
さ

れ
る
世
帯
の
課
税
・
所
得
証
明
） 

１
部

④
現
在
の
収
入
状
況
が
わ
か
る
書
類
（
源

泉
徴
収
票
・
給
与
明
細
〔

〕
な
ど
）

※
申
請
書
は
学
校
教
育
課
に
準
備
し
て

準要
保護

い
ま
す
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
本
町
）

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間
▼

１
月
18
日
（
月
）
～
２
月
12
日
（
金
）

提
出
先
▼

学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

そ
の
他
▼

・ 

認
定
は
、
家
族
全
員
の
手
当
や
年
金
な

ど
を
含
む
す
べ
て
の
収
入
状
況
で
判
断

し
ま
す
。

・ 

認
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
３
月
末
ま
で

に
保
護
者
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
学
校

教
育
課
（
池
田
）
ま
た
は
地
区
の
民
生

委
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
年
度
途
中
の
申
請
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

☎
43
・
２
３
２
４

個人
番号
制度

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
始
ま
り
ま
し
た

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
個
人
番
号
欄
が
あ
る

申
請
書
・
届
出
書
な
ど
に
、
あ
な
た
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
記
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
記

入
が
必
要
と
な
る
書
類
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
担
当
部
署
へ
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
、「
通

知
カ
ー
ド
」

や
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼

・ 

住
民
課　
　
　
　
　

☎
46
・
２
１
１
４

・ 

税
務
課　
　
　
　
　

☎
46
・
２
７
３
６

・ 

健
康
福
祉
課　
　
　

☎
43
・
２
２
３
７

日々
雇用
登録

職
種
▼
一
般
事
務
、
調
理
員
、
保
育
士
、

図
書
館
司
書
、
用
務
員
、
保
健
師
、
看
護

師
、
特
別
支
援
員
な
ど

勤
務
先
▼
町
内
の
公
共
施
設

登
録
期
間
▼
平
成
28
年
度

登
録
資
格
▼
健
康
な
方

※
事
務
職
は
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
保

育
士
・
図
書
館
司
書
・
保
健
師
・
看
護

師
は
資
格
が
必
要
で
す
。

採
用
▼
雇
用
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
登

録
者
に
連
絡
し
、面
接
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
欠
員
な
ど
が
な
い
場
合
は
、
登
録
を
し

日
々
雇
用
職
員
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

て
も
採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

登
録
方
法
▼

　

市
販
の
履
歴
書
に
希
望
す
る
職
種
・
資

格
な
ど
を
記
入
し
、
写
真
を
貼
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
調
理
員
、
司
書
、
用
務
員
を
希
望
さ
れ

る
方
は
学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）
へ
、
そ
れ
以
外
を
希
望
さ
れ
る

方
は
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
受
付
期
間
▼

１
月
12
日
（
火
）
～
12
月
22
日
（
木
）

詳
し
く
は
▼
総
務
課　

☎
46
・
２
１
１
１

町からのお知らせ行政ナビ１月
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有田のスポーツ情報
ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン

第
　
回
佐
賀
県
中
学
生
新
人
柔
道
大
会

有
田
中
学
校
柔
道
部
が
優
勝

51

　

11
月
８
日
、
佐
賀
県
総
合
体
育
館
（
佐

賀
市
）
で
第
51
回
佐
賀
県
中
学
生
新
人
柔

道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
有
田
中
学
校
柔
道

部
が
男
子
団
体
で
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
女
子
団
体
で
準
優
勝
、
個
人
戦
で

も
多
く
の
選
手
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
る

な
ど
、
有
中
柔
道
部
の
実
力
を
発
揮
し
ま

し
た
。

　

顧
問
の
岩
本
有あ
り

喜よ
し

先
生
は
「
一
本
取
る

柔
道
を
」と
普
段
か
ら
選
手
た
ち
に
指
導
。

今
大
会
で
も
「
一
本
取
っ
て
勝
つ
」
と
い

う
強
い
気
持
ち
で
各
選
手
が
試
合
に
臨

み
、
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

主
将
の
木
下
桂け
い

く
ん
（
２
年
）
は
「
今

後
は
九
州
や
全
国
の
大
会
で
も
優
勝
を
目

指
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

　

上
位
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

〔
敬
称
略
・
町
内
在
住
者
の
み
地
区
名
記
載
〕

【
団
体
】

■
男
子
団
体　

優　

勝

■
女
子
団
体　

準
優
勝

【
個
人
】

■
男
子
60
㎏
級

優　

勝
▼
近
藤　

隼
斗
（
２
年
）

準
優
勝
▼

保
田　

侍じ
ん

（
１
年
・
戸
矢
）

▲有田中学校柔道部の選手たち

■
男
子
66
㎏
級

優　

勝
▼
木
下　

桂
（
２
年
・
北
ノ
川
内
）

準
優
勝
▼
藤
川　

竜
り
ゅ
う

翔と

（
１
年
・
南
原
）

■
男
子
73
㎏
級

優　

勝
▼
加
藤　

佑
弥
（
２
年
・
南
原
）

■
男
子
90
㎏
級

優　

勝
▼
山
下　

裕
輝
（
２
年
・
岳
）

■
男
子
90
㎏
超
級

優　

勝
▼
福
田　

武た
け
る

（
２
年
・
北
ノ
川
内
）

■
女
子
52
㎏
級

優　

勝
▼
牧
山　

雅
（
１
年
・
南
原
）

■
女
子
63
㎏
級

準
優
勝
▼
田
中　

絵
梨
奈
（
１
年
）

第 10 回有田町子どもクラブ駅伝大会
“万全のたすきリレー”

６区に栄冠
　有田町子どもクラブ連
絡協議会が主催する「第
10 回有田町子どもクラブ
駅伝大会」が 12 月６日、
歴史と文化の森公園で開
催されました。
　大会は各区対抗で行わ
れ、今年は 15 チームが出

区間賞受賞者　（敬称略）
区間 （距離） 名前 区 タイム

１区間 （1,855m） 百田　仁成 ７区 5:57
 ２区間 （650m） 谷本　　詩 10 区 2:29
３区間 （1,255m） 島　大暉 ６区 4:25
４区間 （605m） 原﨑　　華 ７区 2:02
５区間 （855m） 淵　　太吾 ６区 2:55
６区間 （640m）  猿渡　翔真 ７区 2:08
７区間 （1,015m） 桑原菜々香 16 区 3:43
８区間 （650m） 衞藤　亮人 ８区 2:22
９区間 （1,450m） 藤　　翼　 13 区 4:43

10 区間 （1,050m） 鷲尾　憧子 ３区 4:19

11 区間 （1,255m）
山本　晋稔 ８区 4:46
久保田悠太 12 区 4:46

12 区間 （972m） 林　　愛莉 ５区 3:32

優秀選手賞受賞者　（敬称略）
区 名前 区 名前

１区 　土井下旺兒 ９区 　松尾　光汰
２区 　長　今日子 10 区 　南　　柊
３区 　久保　柊斗 11 区 　筒井　彩未
４区 　池本帆乃華 12 区 　久保田花梨
５区 　森　　亮飛 13 区 　梅﨑　圭惟
６区 ◎松本　月渚 14 区 　川久保遙人
７区 　百田　仁成 16 区 　桒原　友清
８区 　芝原　龍平 ※ 15 区は棄権

場。各区から 12 人の小中学生が選抜され、厳しい寒さをもの
ともせず、元気いっぱいに総距離 12.252km のたすきリレーを
行いました。中盤以降、６区が安定した走りを見せ、２位の８
区に 21 秒差をつけて見事優勝を果たしました。また、各区の

▲ 優勝した６区の皆さん

監督より、特に頑張った
選手を「優秀選手」とし
て推薦してもらいました。
　大会の成績は次の通り
です。〔敬称略〕
優　勝▶６区（47 分 21 秒）
準優勝▶８区（47 分 42 秒）
３　位▶ 10 区（47 分 57 秒）

※ ◎は最優秀選手
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有田町文化祭
囲碁大会・将棋大会を
開催しました
■囲碁大会
　11 月 11 日、有田町福祉
保健センターで囲碁大会が
開催され、町内から 25 人が
参加しました。
　上位の成績は次の通りで
す。〔敬称略〕
１位 ▼ 池田　勝利（本町）
２位 ▼ 岩尾　勝也（本町）
３位 ▼ 円田　幸德（戸矢）

■将棋大会
　11 月 29 日、有田町生涯
学習センターで将棋大会が
開催され、町内外から 86 人
が参加しました。プロ棋士
を審判長として招待したた
め、町外からの参加者が多
く、今年は町内からの入賞
者はありませんでした。

　

12
月
６
日
、
有
田
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で

町
卓
球
協
会
主
催
の
有
田
町
卓
球
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
団
体
14
チ
ー
ム
、
総
勢
80

人
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
勝
負
と
な
り
ま

し
た
。
大
会
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

〔
敬
称
略
〕

■
団
体
Ａ
級

優　

勝
▼
チ
ー
ム
鷹
徳

準
優
勝
▼
チ
ー
ム
メ
ガ
ネ

■
団
体
Ｂ
級

優　

勝
▼
西
有
田
中
Ｏ
Ｂ
＋
２

準
優
勝
▼
香
蘭
社

■
団
体
Ｃ
級

優　

勝
▼
８
区
ク
ラ
ブ

準
優
勝
▼
丸
尾
ク
ラ
ブ

■
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
級

優　

勝
▼
馬
場
鷹
徳
（
チ
ー
ム
鷹
徳
）

準
優
勝
▼
池
田
徳
幸（
西
有
田
中
Ｏ
Ｂ
＋
２
）

■
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
級

優　

勝
▼
中
里
利
男
（
９
区
）

準
優
勝
▼
樋
渡
和
希（
西
有
田
中
Ｏ
Ｂ
＋
２
）

■
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
級

優　

勝
▼
岩
﨑　

香
（
チ
ー
ム
鷹
徳
）

準
優
勝
▼
樋
渡
桃
香
（
チ
ー
ム
鷹
徳
）

■
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
級

優　

勝
▼
牧
野
美
知
子
（
８
区
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝
▼
館
林
愛
莉
（
西
中
）

■
小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス

優　

勝
▼
牧
野
美
夢
（
あ
り
た
ジ
ュ
ニ
ア
）

準
優
勝
▼
牧
野
愛
菜
（
あ
り
た
ジ
ュ
ニ
ア
）

■
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝
▼
徳
永
好
宏
（
有
田
ク
ラ
ブ
）

牧
野　

眞
（
８
区
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝
▼
樋
渡
桃
香
（
チ
ー
ム
鷹
徳
）

井
河
七
瀬
（
有
田
工
業
高
校
）

有
田
町
卓
球
大
会

選
手
た
ち
の
熱
戦

有田のスポーツ情報
ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン

図書館からこんにちは

おすすめの本

・ 東図書館（生涯学習センター　☎ 43・2327）

開館時間　９時～18 時　

休館日　月曜日、１日（祝）～４日（月）

・ 西図書館（役場２階　☎ 46・2915）

開館時間　９時～18 時　

休館日　火曜日、１日（祝）～４日（月）

　　　　※１月５日（火）は開館します。

１月の開館時間・休館日あけましておめでとうございます
今年もよろしくお願いします

　若い人たちが本を読まなくなったといわれて、久

しくなります。今年は、読書を日常の習慣にしてみ

ませんか？思いもよらない幸せな「本との出会い」

があるかもしれません。

　新年の読書初めにどうぞ図書館へお越しください。

「村上さんのところ」
（答えるひと：村上春樹／新潮社）

　４カ月限定の質問・相談サイ
ト「村上さんのところ」に寄せ
られた質問に村上春樹さんが答
えます。日常のお悩みから、ジ
ャズ、恋愛、生き方まで、人生
に迷ったら何度でも読み返した
い一冊です。　  ( 東図書館所蔵）

「不動の魂」
（五郎丸歩著 / 実業之日本社）

　2015 年大活躍した五郎丸歩さ
ん。ラグビーと出会った幼少時
代から花園での挫折、早稲田～
ヤマハ、そして日本代表最多得
点記録更新まで、ラグビー人生
を語ります。　　（西図書館所蔵）

～若い人に贈る読書のすすめ 2016（読書推進運動協議会）より～
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相談
▼行事名 ▼日（曜）▼実施時間 ▼場所など

行政書士無料相談会 20（水） 13 時～ 16 時 東出張所

こころとからだの相談日 月～金
８時 30 分～

17 時 15 分
福祉保健センター

消費生活相談
火・木　  ９時～ 16 時 30 分

（祝日は除く）※ 12 日（火）はお休み。

年金相談

（要予約）

13（水） 10 時～ 15 時 東出張所

27（水） 10 時～ 15 時 役場 ミーティングルーム

　　　　　　予約は住民課へ（☎ 46-2114）

障害者相談 月～金
８時 30 分～

17 時 15 分

障害者生活支援センター

（☎ 23-3512）

発達障害児（者）相談

（要予約）

７（木）
21（木）

10 時～ 17 時 障害者生活支援センター

予約は NPO 法人「それいゆ」へ（☎ 090-6296-7550）

視覚障害児（者）相談 月～金
８時 30 分～

17 時 15 分

佐賀県立盲学校

（☎ 0952-23-4672）

こころの相談会

（要予約）

26（火）
９時～ 16 時 西公民館２階

※ 12 時～ 13 時は除きます

予約は健康福祉課へ（☎ 43-2237）

人権・行政相談 20（水） ９時～ 12 時
西公民館 小会議室

生涯学習センター 青少年相談室

女性総合相談

（要予約）

月～金

（祝日は除く）

９時～ 16 時 30 分

予約は健康福祉課へ（☎ 43-2210）

介護相談 19（火） 10 時～ 12 時 有田町社協会館

法律相談

（要予約）

19（火） 13 時～ 16 時 有田町社協会館

予約は社会福祉協議会へ（☎ 41-1315）

※１月の労働相談はお休みです。

予防接種（個別）
▼予防接種名 ▼対象者・備考

ヒブ 生後２カ月～５歳未満

小児肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満

４種混合 生後３カ月～７歳６カ月未満

ＭＲ（麻しん ･ 風しん） １期 満１歳～２歳未満

日本脳炎  １期 満３歳～７歳６カ月未満

日本脳炎  ２期 満９歳～ 13 歳未満

水痘（水ぼうそう） 満１歳～３歳未満

※指定医療機関は、健康カレンダーを参照してください。
　また、予約の際に、接種日 ･ 時間をお確かめください。

（百日咳 ･ ジフテリア ･ 破傷風・ポリオ）

今年度（平成 28 年３月 31 日までに）、65 歳・
70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・
100 歳で過去に接種したことがない方

成人用
肺炎球菌

         暮らしのカレンダー　　 2016 年１月
保健事業　　　　　　　　　　※場所は福祉保健センターです。　　　　 詳しくは

▲

健康福祉課　　☎ 43-5065
▼行事名 ▼対象者・備考 ▼日（曜） ▼受付（実施）時間

母子手帳交付と母親学級 妊婦 ４（月）・12（火）・18（月）・25（月）2/1（月） 16 時～ 16 時 15 分（17 時まで）

母と子の広場 乳幼児と保護者 18（月）・25（月） （10 時～ 12 時）

れんげのつどい 乳幼児と保護者 ４（月） （10 時～ 12 時）

４か月健診 平成 27 年９月生まれ 26（火） 13 時～ 13 時 30 分

７か月健診・ＢＣＧ接種 平成 27 年６月生まれ 19（火） 13 時～ 13 時 30 分

12 か月相談 平成 27 年１月生まれ 26（火） ９時～ 11 時

２歳児相談 平成 25 年 12 月生まれ 14（木） ９時～ 11 時

３歳半健診 平成 24 年４月～５月 19 日生まれ ７（木） 12 時 45 分～ 13 時 15 分

健康トレーニング体験教室 町内在住の方 ４（月）・５（火）・2/1（月）・2/2（火） 事前に予約が必要です

休日歯科医
▼日（曜） ▼休日歯科医 ▼電話番号

１（金・祝） 松尾歯科医院（伊万里市南波多町） ☎ 24-3070

２（土） ますだ歯科医院（本町） ☎ 41-1184

３（日） 古賀歯科医院（南原） ☎ 42-2464

10（日） 小野歯科医院（伊万里市山代町） ☎ 28-2066

11（月・祝） むかい歯科医院（本町） ☎ 42-3477

17（日） いけだ歯科医院（伊万里市伊万里町） ☎ 22-4618

24（日） 國谷歯科医院（伊万里市東山代町） ☎ 23-6962

31（日） 麻生歯科医院（伊万里市新天町） ☎ 23-2221

休日医
伊万里休日急患医療センター　　　　　☎ 23-9910

イベント
▼行事名 ▼日（曜）▼時間 ▼場所など

町政功労表彰式

新年名刺交換会
３（日） 12 時 30 分～ 焱の博記念堂

成人式 ３（日） 14 時～ 焱の博記念堂

官公庁執務始め ４（月）

農産物出張販売
８（金）

22（金）
10 時～ 12 時

東出張所入口

雨天中止

新春歩く会 ９（土） ８時～（受付） 福祉保健センター

新年席書会 ９（土） 10 時～ 焱の博記念堂

消防出初式
10（日） ８時 30 分～

焱の博記念堂
（※サイレン吹鳴７時）

子育てサロン

「ちろりん村」

12（火）　
老人福祉センター「ちとせ」

26（火）

リサイクルデー 17（日） ９時～ 11 時
外尾山防災広場

立部リサイクルステーション

社協福祉のつどい 31（日） ９時 30 分～ 福祉保健センター

東出張所（☎ 43-2105）

福祉保健センター

10 時 30 分
～ 15 時
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　有田町の大きな健康問題である糖尿病は、全身の血管病です。血液中の糖が多いと腎臓や網膜、神経に影響が
あることは多くの方がご存知でしょうが、それだけではありません。がん、認知症との関係や、美容など老化現
象にも大きく関係しています。
　１日の間食の目安は、砂糖にして 20 ｇまでが限度で、80 ～ 100kcal 程度ですので、摂りすぎは要注意。間食
を控えることが一番ですが、食べた分はしっかり体を動かすことを意識してみてくださいね。

～  お菓子のエネルギー量を速歩で表示  ～

（参考）生活習慣病予防のための食べ方ナビゲーション　たべナビ君　吉池信男、玉川ゆかり、中神聡子共著（独立行政法人　国立健康・栄養研究所）

～１年の計は元旦にあり～

甘い誘惑に負けない 1 年に！
詳しくは ▼健康福祉課　 ☎ 43・5065

皆さんに役立つ情報を紹介する保健師のコーナーです
保
健
師
と

い
っしょに

Ｌ
レ オ

ＥＯ鳥が運んでくるマイセンニュース  56

マ イ セ ン の 空 か ら 姉妹都市・マイセンのニュースやドイツ風
ビネット（コラム）をお伝えします。

申
さる

年には全てうまくいく

PROFILE　　カイ・レオンハ－ト
ニックネームはレオ。1965 年マイセン市生まれ。自営業の
アーティスト、デザイナー。マイセン ･ 有田友好協会の共
同設立者、現在の会長。2001 年から２年間、有田窯業大学
校で講師を務める。

速歩　90 分
450Kcal

速歩　50 分　250Kcal 速歩　25 分　125Kcal

カップアイス

バニラ

バニラ＆
クッキー

クリームパン 大福もち

どら焼 ショートケーキ（小）

かりんとう（黒） チョコレート

カステラ もなか 水ようかん

おかき

　ドイツでは、干
え

支
と

の認知度は、

アジアほど高くありません。しか

し、日本と関わりが深いマイセン

では、十二支について興味を持っ

ており、真
しん

摯
し

に受け止めています。

　私は日本の友人から「申年は、

目標を達成する、成し遂げること

ができる年で、特に新規事業につ

いては縁起が良い」と聞いたこと

があります。申年は、私たちがリ

スクを冒してでも新しい物事に挑

戦するための、好ましい年と言え

るのかもしれません。

　今年は、磁器という同じ産物を

もつ有田町とマイセン市が姉妹都

市提携を結んだ年から、なんと 37

年目です。１つ前の申年のときに、

姉妹都市提携 25 周年をお祝いし

たこと、これに携わった全ての人

との素敵な記憶は、今もはっきり

と思い出せます。

　また、有田マイセン青少年交流

事業が始まってからは、今年が 25

年に当たります。３月に予定され

ている青少年交流事業では、この

特別な年をお祝いしましょう。マ

イセンのホストファミリー一同は、

有田から来る青少年の皆さまをお

待ちしております。

　400 年前、有田で磁器が誕生し

ました。今年は有田焼の年として、

大いに前進する年になるでしょう。

この 400 年という記念すべき年を、

有田の人と一緒にお祝いできるこ

とを楽しみにしています。

　2016 年が始まりました。マイ

センから、更なる新たな発見と、

今後の有田焼の発展を心よりお祈

り申し上げます。

巳
み

年生まれのレオ
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65歳以上介護予防教室を開催しました！

地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。
健康福祉課内地域包括支援センター（福祉保健センター）☎ 43・2196

№89地域包括支援センターだより

からだチェンジアップ運動教室（６月～ 11 月開催）

　人の体は、長年の生活習慣により、十分に使っていない機能があったり、

偏った負担がかかったりと、影響を受けています。本来持つ体の機能を取

り戻しながら、筋力トレーニングによる強化を図る運動教室です（ボール

やフープ、タオルなどを使っての運動もありました）。６月から半年間、週に

１回、全 24 回開催しました。

体力測定の最終結果

　片足立ちが２分間以上できた方が、11 人中９人もおられ、立位のバラ

ンス力、下肢筋力の向上がうかがえました。

　前屈姿勢が楽にでき、柔軟性が向上したり、歩行が安定し速く歩けるよ

うになられました。

自分の姿勢や体の動きを

意識するようになった

体調が良くなった

・気持ちが明るくなった

・違う地区の友人ができた

・内容の濃い教室で楽しかった

動きが速くなった

体の部位の調整や動かす

ことで硬くなっていた部

分がやわらぎ、動きが改

善された

・歩くことが楽になった

・痛みが軽減した

・また参加したい

・今後も運動を続けていきたい

・教えられたことを生かしていく

・今後は足腰にしっかり筋肉をつけて、

しっかり踏ん張れる身体を作りたい

～ 参加者の声 ～
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　有田町では、高齢者の方が、現在の健康な状態を維持したり、年齢とともに低下した体力
を改善したりするなどして、自立した生活を生き生きと送っていただけるように、各種教室
を開催しています。
　今年度開催した短期の教室に参加した方たちも、心身ともにいろいろな良い変化を感じて
いただいたようです。
　今回は、11 月に終了した２つの教室の紹介と参加者のアンケート結果をご紹介します。教
室に参加することで、各機能の向上だけでなく、活動範囲や交友関係が広がり、楽しみが増え、
皆さんの生活が生き生きと変わっていったようです。
　教室は終了しましたが、自主グループでの継続や、通年開催している他の教室などもあり
ます。来年も開催する予定ですので、関心のある方はぜひご連絡ください。

65歳以上介護予防教室を開催しました！

転倒予防（水中ヘルス）教室（９月～ 11 月開催）

転倒予防（水中ヘルス）教室とは

　浮力により腰や膝関節に負担をかけずにできる水中での運動です。

年齢による筋力低下や、足腰の痛みがある方にお勧めです。

筋力を強化し、バランス能力を養い転倒しにくい体づくりを目指します。

９月～ 11 月までの３カ月間、週に２回、全 24 回開催しました。

・足に力がついた

・持続して歩けるようになった

・筋肉がついた

・階段の上り下りが楽になった

・気分が明るくなった

・仲間ができた

・楽しく運動できた

・体の調子が良くなった

・膝の痛みが良くなった

・腰の具合が良くなった

・体力がついた

・健康状態が３カ月前よりも良く　

なった

　動きが早くなった

・生活のリズムができてきた

・足腰の老化防止を意識するようになった

・今後も水泳を継続したい

・回数を多くしてほしい

・来年も参加したい

・今後はウォーキングを楽し

みたい
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まちの話題
tow

n topics

　

2016 JA
N

U
A

RY

岳地区の活性化や PR を目的に、岳の棚田祭りが
棚田館（岳）で初めて開催されました。地元産

の棚田米や野菜の販売、ろくろ体験、カラオケ大会
などで会場は大盛況。実行委員長の前田好

よし

弘
ひろ

さん（岳）

は「何もかもが
手探りでの開催
でしたが、予想
以上に来場者が
多くてほっとし
ました」と顔を
ほころばせてい
ました。

11
23

岳の棚田祭り

祭りで岳地区を PR

▲町内の方はもちろん、たまたま通り掛
かって訪れた町外の方も

山谷野
の

農
の

里
さと

まつりが、元気館（上山谷）一帯で開
催されました。会場そばの田園では、区民が手

作りした 100 体以上のかかしが並び、来場者を歓迎。
農産物の販売やビンゴゲーム、餅投げなどで会場はに
ぎ わ い ま し た。
多くのファンに
愛された野農里
まつりも今回が
最後の開催。来
年以降は新しい
イベントを検討
されています。

11
22

第 14 回山谷野農里まつり

最後の開催  ファンでにぎわう

▲当日２回行われた餅投げ。餅を求めて
手を伸ばす来場者の姿も見られました

有田焼などとメディア芸術（アニメーション、CG

アートなど）が融合するアートプロジェクト
「M

メ デ ィ ア

edia B
バ タ フ ラ イ

utterfly i
イン

n A
ア リ タ

rita 2
セカンド

nd s
シ ー ズ ン

eason」が町内外７会
場で開催されました。佐賀県の主催で、今回が２回目。
10 月 31 日 か ら
11 月 23 日 の 期
間中、各会場で
イベントやワー
クショップがあ
り、来場者はメ
ディア芸術を体
感しました。

11
21

Media Butterfly in Arita

有田でメディア芸術を体感

▲築 100 年の蔵の中で、体験型の作品を
楽しむ来場者（手塚商店）

自主防災組織の充実強化を目的に、西公民館で有
田町地域防災研修会が開かれ、各区の総区長・

区長や消防団、防災士など約 100 人が参加しました。
参加者は地区ごとに班に分かれ、居住地域の拡大地
図で危険箇所や
避難所などを確
認。いざという
ときに備え、互
いに情報を共有
し、自主防災へ
の意識を高め合
いました。

12
12

有田町地域防災研修会

地域の自主防災力強化へ

▲災害に備え、地区の避難所や避難経路
などを地図に記して確認し合う参加者

佐賀県猟友会有田支部が子どもたちに国鳥のキジ
を知って親しんでもらおうと、町内２カ所でキ

ジ計 24 羽の放鳥を行いました。大山小学校１年生と５
年生は同校そばの田畑で、曲川小学校３年生は歴史と
文化の森公園で
それぞれ放鳥を
見 守 り ま し た。
ほとんどの児童
はキジを見たこ
とがなく、飛び
立つ姿に歓声を
上げました。

27
小学生によるキジの放鳥

国鳥キジに親しんで

▲飛び立つキジを見守る大山小学校の１
年生と５年生

11

▲出席者は出発式後、４班に分かれ町内
を巡回しました

毎年実施している歳末特別パトロールの出発式が
有田幹部派出所で開かれ、町内の防犯ボランテ

ィア 17 団体からの代表者約 80 人が出席しました。出
発にあたり陶都有田自主防犯ボランティア団体連合会
の林大

ひろ

捷
かつ

副会長
が「勇気と熱意
を持って、安全
で住みよい地域
の実現に向けて
活動することを
誓います」と述
べられました。

12
２

歳末特別パトロール出発式

安全・安心な地域社会実現へ
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0955 - 43 - 2500
お問い合わせ連絡先

有田ケーブル・ネットワーク ( 株 )

町との連携で暮らしに役立つ情報を提供します。
（町からのお知らせや学校行事・おくやみ情報 etc）

操作は簡単、テレビのリモコンで  d  ボタンを押すだけ！光 計画進行中 !
＝ 只今準備中 ＝

皆さまのお宅まで光ファイバーをお
届けします。ケーブルテレビはもち
ろん、インターネットサービスも快
適環境でご利用になれます。

情報ステーション情報ステーション InformationInformation

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

第
18
回
有
田
町
子
ど
も
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

有
田
町
陸
上
競
技
協
会　

唐
船
城
「
山さ

ん

海か
い

市い
ち

」

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

唐
船
城
下
・
仕
掛
隊　

三
ツ
星
館

日
時
▼
２
月
７
日
（
日
）

※
雨
天
中
止

場
所
▼
歴
史
と
文
化
の
森
公
園

内
容
▼

・
小
学
１
・
２
年
生
男
女　

６
０
０
ｍ

・
小
学
３
～
６
年
生
男
女１

０
０
０
ｍ

申
込
先
▼
生
涯
学
習
課
、
婦
人
の
家

※
申
込
書
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
婦
人
の
家
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課

☎ 

43
・
２
３
１
４

　

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）
に
は
、

松
浦
党
有
田
氏
居
城
～
唐
船
城
築
城

８
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
日
本
磁
器

誕
生
・
有
田
焼
創
業
４
０
０
年
事
業

実
行
委
員
会
後
援
の
も
と
、「
山
海

市
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
唐
船
城
「
山
海
市
」

日
時
▼
３
月
26
日
（
土
）、27
日
（
日
）

　
　
　

10
時
～
16
時

　
　
　
（
出
店
者
の
受
付
は
９
時
～
）

場
所
▼
唐
船
城
址
駐
車
場

■
出
店
者
募
集
に
つ
い
て

出
店
資
格
▼
町
内
在
住
の
18
歳
以
上

の
個
人
（
18
歳
以
下
の
方
で
も
、
親
子

で
参
加
の
場
合
は
可
）
ま
た
は
団
体

店
舗
枠
▼
１
枠
４
m
×
４
m

出
店
料
▼
１
枠
１
０
０
０
円
（
１
日
）

※
飲
食
出
店
者
は
１
品
目
２
店
舗
に

制
限
の
た
め
、
１
枠
２
０
０
０
円

（
１
日
）。

申
込
方
法
▼
は
が
き
に
参
加
者
代
表

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
勤
務
先
（
学
校
名
）・
勤
務
先
電
話

番
号
・
販
売
商
品
・
使
用
枠
な
ど
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
事
務
局
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
▼
３
月
22
日
（
火
）

※
募
集
枠
に
な
り
次
第
、
締
切
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
唐
船
城

下
・
仕
掛
隊　

三
ツ
星
館
事
務
局

（
〒
８
４
９
・
４
１
４
１ 

有
田
町
二
ノ

瀬
甲
１
５
５
２
・
３ 

川
原 

利
明
宛
て
）

☎
０
８
０
・
５
２
７
０
・
２
７
１
５

有
田
窯
業
大
学
校

　

県
で
は
、
将
来
の
陶
磁
器
産
業

界
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

新
た
な
研
修
を
始
め
ま
す
。

研
修
コ
ー
ス
▼

「
ろ
く
ろ
」「
絵
付
」「
製
造
技
術
」

研
修
期
間
▼
６
カ
月

※
１
～
２
年
の
継
続
受
講
可

募
集
人
数
▼
20
人
（
３
コ
ー
ス
計
）

募
集
期
間
▼

１
月
５
日
（
火
）
～
22
日
（
金
）

応
募
要
件
▼
陶
磁
器
業
界
へ
の
就
業

を
希
望
す
る
方

面
接
日
時
▼

２
月
６
日
（
土
）　

９
時
30
分
～

詳
し
く
は
▼
有
田
窯
業
大
学
校

☎ 

42
・
３
１
４
４

平
成
28
年
度
開
講   

「
窯
業
人
材
育
成
事
業
」

研
修
生
募
集
（
４
～
９
月
期
）
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情報ステーション情報ステーション InformationInformation

「
旅
ラ
ジ　
～
佐
賀
県
の
旅
～
」

公
開
生
放
送
を
行
い
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
佐
賀
放
送
局　

※ 11 月 17 日から 12 月 15 日までに掲載の申し出をいただいた方々です。

お誕生おめでとう（敬称略）
氏　名 保護者  地　区 
前園　彪仁（ひゅうと） 仁・成佐  稗古場
古賀　瑛人（えいと） 涼也・真江  戸　矢
采女　裕生（ゆうせい） 大晃・優香  戸　杓
後藤　吉輝（よしき） 靖弘・真由美  戸　杓
中田　和花（のどか） 典寿・明香  戸　杓
山口　しずく 健三・あすか  本　町
百武　愛結（みゆ） 龍成・博美  原　明
東島　睦実（むつみ） 隆浩・加寿子  黒　川
前田　心乃美（このみ） 浩良・弘美  　岳　
堀　　裕貴（ゆうき） 賢二・美沙子  下山谷

おくやみ（敬称略）
氏　名  　　年　齢           地　区
百田　ハル子  　１０２           泉　山
山口　進  　　７４           白　川
岸川　博  　　６６           戸　矢
黒川　トミノ  　　９２           古木場
岩永　道昭  　　７３           戸　杓
池上　清司  　　７９           本　町
南　　ヨシ子  　　９１           外尾町
池田　敬藏  　　７５           南　原
岩﨑　千枝子  　　９３           上　本
沖田　シゲ  　　９３           北ノ川内

保田　昌信  　　７７           北ノ川内
松本　波江  　　９３           北ノ川内
犬塚　アキヨ  　　９３           立　部
池田　シカエ  　　８１           山谷切口
金子　操  　　８９           山谷切口
松瀬　和子  　　９５           上山谷

人の動き 　　　　   平成 27 年 12 月１日現在

（前月比）　
人　口   20,730 人 （－１０人）　
男　性 9,702 人 （＋　１人）　
女　性 11,028 人 （－１１人）　
世帯数 7,745 世帯 （＋１世帯）　

「新春歩く会」を開催します
日時▶１月９日（土）８時30分～（受付は８時～）

集合・受付場所▶有田町福祉保健センター玄関前
申込先▶生涯学習課、婦人の家
参加費▶無料　　　申込期限▶当日受付可

※雪・小雨の場合は決行、大雨の場合は中止。
※10歳以下の子どもが参加される場合は、保護者

同伴でお願いします。
詳しくは ▼生涯学習課　☎43・2314

公
開
生
番
組
。
今

回
は
、
有
田
町
を

舞
台
に
、
地
元
で

活
躍
す
る
方
に
ご

出
演
い
た
だ
き
、

地
域
の
魅
力
や
元

気
を
全
国
に
発
信

し
ま
す
。

放
送
予
定
時
間
▼

１
月
25
日
（
月
）　

12
時
30
分
～

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
－

Ｆ
Ｍ 

全
国
放
送
・
国
際
放
送

放
送
場
所
▼
有
田
陶
磁
の
里
プ
ラ
ザ

（
有
田
焼
卸
団
地
）

詳
し
く
は
▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
佐
賀
放
送
局

☎ 

０
９
５
２
・
28
・
５
０
０
０

平
成
28
年
２
月

県
営
住
宅
入
居
予
備
者
募
集

指
定
管
理
者　

川
原
建
設
㈱　

募
集
団
地
▼

有
田
町
・
伊
万
里
市
地
区
（
４
団
地
）

申
込
書
の
配
布
時
期
▼

２
月
１
日
（
月
）
か
ら

受
付
期
間
▼

２
月
４
日
（
木
）
～
10
日
（
水
）

９
時
～
19
時

※
２
月
７
日
（
日
）
は
休
み
。

受
付
場
所
▼

指
定
管
理
者 

川
原
建
設
㈱ 

伊
万

里
管
理
室
（
伊
万
里
市
新
天
町
坂
口

１
２
２
・
４　

伊
万
里
総
合
庁
舎
別
館
）

添
付
書
類
▼

申
請
書
に
、所
得
に
関
す
る
書
類（
入

居
す
る
家
族
全
員
の
平
成
27
年
度
分
の

所
得
証
明
書
お
よ
び
源
泉
徴
収
票
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

公
開
抽
選
日
▼
２
月
17
日
（
水
）

詳
し
く
は
▼
指
定
管
理
者　

川
原
建

設
株
式
会
社
伊
万
里
管
理
室　

☎ 

20･

４
５
１
１

　

ラ
ジ
オ
放
送
開
始
80
年
を
記
念

し
て
２
０
０
５
年
か
ら
始
ま
っ
た

一
緒
に
セ
ラ
ミ
ー
ダ
ン
ス
を

踊
り
ま
せ
ん
か

桜
舞
焱
龍　

　
「
日
本
磁

器
誕
生
・
有

田
焼
創
業

４
０
０
年
」

の
記
念
す
べ

き
年
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
３
月

19
・
20
日
に
「
第
15
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
九
州
中
国
祭
り
in
佐
賀
ん

有
田
」
が
町
内
３
カ
所
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

九
州
・
中
国
地
方
の
各
県
か
ら
約

１
０
０
チ
ー
ム
が
集
ま
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
で
、
皆
さ
ん
一
緒
に
セ
ラ
ミ
ー

ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

年
齢
・
性
別
・
上
手
に
踊
れ
る
か

ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。
遠
方
か
ら

有
田
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
へ

の
歓
迎
の
意
味
も
込
め
て
、
み
ん
な

で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
。

　

事
前
に
練
習
も
行
う
予
定
で
す

が
、
当
日
の
飛
び
入
り
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。

※
本
番
は
３
月
20
日
（
日
）
夕
方
頃
、

ポ
ー
セ
リ
ン
パ
ー
ク
の
ツ
ヴ
ィ
ン

ガ
ー
宮
殿
前
で
踊
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
▼

桜
舞
焱
龍　
（
担
当
：
小
林
）

☎ 

０
８
０
・
３
５
４
４･
７
３
４
７
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１歳

平成 27 年１月 21 日 生まれ

アルボ 恵
め

唯
い

 エレン ちゃん

（ 大野 ）

お誕生日おめでとう☆

これからも元気にすくす

井
い

手
で

 美
み

怜
れい

　ちゃん

平成 27 年１月 11 日 生まれ

（ 原明 ）

１歳

く 育 っ て く

ださい♡ 

１月生まれお誕生日おめでとう

お誕生日おめでとう♪

優希の笑顔でみんな幸せ

庄
しょう

村
むら

 優
ゆう

希
き

 くん

平成 27 年１月 25 日 生まれ

（ 立部 ）

１歳

い っ ぱ い！ 優

し い 人 に な っ

てね♡

１歳

Happy birthday!! お姉

ちゃんが大好きなメイ

ちゃん♡これからも、姉

妹仲良く大き

くなってね☆

平成 27 年１月 11 日 生まれ

西
にし

澤
ざわ

 和
かず

美
み

 ちゃん

（ 幸平 ）

１歳

いつも元気な和美ちゃん♡

あなたが生まれてから西

澤家、更に賑や

かで幸せだよ♪

ありがとう☆

情報ステーション情報ステーション InformationInformation

み ど り 法 律 事 務 所
弁護士　　鬼橋　正敏　（佐賀県弁護士会所属）

弁護士　　川西　里奈　（佐賀県弁護士会所属）

事務所	 	 〒 843	-	0022　佐賀県武雄市武雄町大字武雄字竹下 5663	-	2
	 	 TEL	：	0954	-	22	-	6331　　FAX	：	0954	-	22	-	6332

みちるが生まれてきてく

れて、たくさんの幸せを

ありがとう！これからも

みちるのペースですくす

く育ってね♡

都
つ

留
る

 みちる ちゃん

平成 27 年１月 25 日 生まれ

（ 南山 ）

１歳

笠
かさ

山
やま

 幸
ゆ

宇
う

　くん

平成 27 年１月 10 日 生まれ

（ 大野 ）

１歳おめでとう♪歩ける

ようになったら公園で遊

ぼうね☆

お誕生日おめでとう☆２月生まれ出演者大募集 !
対 象 者 …２月にお誕生日を迎える町内在住の３歳以下のお子さん
申込方法  …メールまたは郵送でお子さんの氏名（ふりがな）・　

生年月日・性別・地区名・保護者の氏名・電話番　号・ 
写真にお誕生日おめでとうメッセージ（40 字　以内）
を添えて下記係まで。

申込締切日  … １月８日（ 金 ）
あ て 先 … 〒 849 - 4192　有田町立部乙 2202 番地　
　　　　　　有田町役場   総務課   「 お誕生日おめでとう 」係
　　　　　    E メール　soumu@town.arita.lg.jp
※応募多数の場合は抽選となります。写真は返却できません。

おかげ様でSDC佐賀電算センターは
創立40周年を迎えました。

株式会社 佐賀電算センター

永年にわたり

ご愛顧・ご支援いただきまし

たお客様や地域社会の皆様に

心より感謝申し上げます。
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磁
器
ひ
な
人
形【
柿
右
衛
門
窯
作
】

４
０
０
年
の
歴
史 

　
　
　

 

つ
な
げ 

未
来
へ

と  

き

● きものでありたさんぽ
● 第５回 「陶ひなコンテストin有田」
● 世界最大 磁器製座りびな七段飾り展示
● ガイドがご案内！有田の町屋とひな巡り
● 商店会の催し・おもてなし
● 雛まつりを感じる期間限定メニュー
● きもので歩こう♪有田のひな祭り
● おひなめぐりスタンプラリーほか

お問合せ：有田観光協会 佐賀県西松浦郡有田町岩谷川内2-8-1 TEL0955-43-2121お問合せ：有田観光協会 佐賀県西松浦郡有田町岩谷川内2-8-1 佐賀県西松浦郡有田町岩谷川内2-8-1 

● きものでありたさんぽ
● 第５回 「陶ひなコンテストin有田」
● 世界最大 磁器製座りびな七段飾り展示
● ガイドがご案内！有田の町屋とひな巡り
● 商店会の催し・おもてなし
● 雛まつりを感じる期間限定メニュー
● きもので歩こう♪有田のひな祭り
● おひなめぐりスタンプラリーほか

お問合せ：有田観光協会有田観光協会 佐賀県西松浦郡有田町岩谷川内2-8-1 

● きものでありたさんぽ
● 第５回 「陶ひなコンテストin有田」
● 世界最大 磁器製座りびな七段飾り展示
● ガイドがご案内！有田の町屋とひな巡り
● 商店会の催し・おもてなし
● 雛まつりを感じる期間限定メニュー
● きもので歩こう♪有田のひな祭り
● おひなめぐりスタンプラリーほか


